
  

  

  

マンダナ ミ シュラの年代 

も
 う
 
一
度
考
え
直
し
て
み
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
わ
け
で
 あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
稿
で
は
チ
ベ
ッ
ト
 史
 研
究
の
成
果
を
 考
慮
に
入
れ
た
上
で
、
 

 
 
 
 
 
 
 
  
 

マ
 
ン
ダ
ナ
 の
年
代
を
再
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
 

 
 

な
お
こ
れ
は
い
ま
さ
る
い
 う
 ま
で
も
な
い
こ
と
か
と
お
も
 ぅ
が
 、
イ
ン
ド
の
思
想
家
の
年
代
を
問
題
と
す
る
際
、
 

特
別
の
事
情
に
あ
る
 

（
 
5
 ）
 

れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
こ
れ
ほ
チ
ベ
ッ
ト
の
碑
文
 そ
の
他
が
発
見
・
研
究
せ
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。
そ
こ
 マ
マ
ン
ダ
ナ
の
年
代
も
 

序
 

ハ
 
i
 
・
 ）
 

マ
ン
ダ
ナ
 ミ
 シ
ュ
ラ
 ハ
ま
 
曲
中
口
 

簿
臣
曲
 

日
赤
Ⅱ
 
ゅ
 ）
の
年
代
に
つ
 い
て
ほ
 、
 ダ
ス
・
グ
プ
タ
 G
.
 し
 a
s
 

の
け
 

口
 （
が
）
は
西
暦
 
八
 0
0
 年
 と
い
う
 年
 

（
 
2
 ）
 

号
 を
こ
れ
に
附
し
、
ま
た
マ
ン
ダ
ナ
の
主
著
「
ブ
ラ
フ
 マ
シ
ツ
 デ
イ
 ヒ
 （
㏄
 
ぷ
ア
コ
 
）
の
の
ぎ
山
田
）
の
編
者
 

ク
ツ
フ
 ス
 ワ
 ミ
 
・
シ
ヤ
ー
ス
ト
リ
 

㊧
・
 パ
 E
b
 
口
目
の
安
芸
 

乱
り
 ㌻
（
 
H
@
 

）
は
西
暦
六
一
五
年
  

 

村
 博
士
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
 

を
 中
心
と
す
る
諸
哲
学
者
の
一
人
と
し
て
マ
ン
ダ
ナ
の
 活
動
年
代
を
西
暦
六
七
 0
 年
 1
@
 七
二
 0
 午
 と
す
る
有
力
 な
 説
を
提
示
さ
れ
た
。
（
 

4
 ）
 

中
村
博
士
の
年
代
推
定
は
申
国
史
料
に
 甚
 く
も
の
で
 殆
 ん
ど
動
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
・
筆
者
 も
こ
れ
に
従
っ
て
 い
 

た
 。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
そ
の
年
代
推
定
の
基
礎
と
な
 っ
て
い
る
中
国
史
料
の
記
述
が
チ
ベ
ッ
ト
 史
 関
係
の
学
者
 に
よ
っ
て
誤
り
と
せ
ら
 

マ
ン
ダ
ナ
 ミ
 シ
ュ
ラ
の
年
代
 

伊 

蓮 



  

  

  

目
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Ⅰ
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D
@
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目
ミ
卜
 

ヒ
丁
の
ク
ト
 

P
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@
@
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D
@
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@
 

Ⅰ
 D
@
 

～
 
@
@
@
 

出
 （
 あ
 @
H
 

）
 
ハ
め
 
ぎ
）
 
キ
 ）
 
@
@
@
 

～
 
曲
 
@
 
降
 o
 モ
 0
 （
Ⅰ
二
ロ
了
さ
Ⅰ
 

o
m
 

は
 ・
メ
タ
「
 

N
 木
の
 

0
.
 

づ
 ・
 ト
 
0
0
 

）
・
 

ロ
 b
.
 

）
㏄
 

0
%
 

佐
藤
氏
「
古
代
 ヒ
 -
 佐
藤
長
庚
「
古
代
チ
ベ
ッ
ト
 史
 研
究
」
 上
 巻
 
下
巻
 

    
    
  
  
  
  
  

場
合
を
除
い
て
、
そ
こ
に
え
ら
れ
る
の
は
作
業
仮
説
と
 し
て
の
年
代
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
マ
ン
ダ
ナ
の
 年
 代
 推
定
に
つ
い
て
い
え
 
 
 

ば
 、
中
国
史
料
に
よ
っ
て
ー
 
｜
 直
接
的
に
せ
よ
間
接
的
 に
せ
よ
確
か
め
ら
れ
る
部
分
か
ら
は
、
ほ
ぼ
確
定
的
 な
 実
年
代
が
え
ら
れ
の
 
C
 
あ
 

る
 。
し
か
し
そ
れ
以
上
 は
 、
各
思
想
家
間
の
相
対
的
前
後
 関
係
か
あ
る
程
度
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
 実
年
代
を
推
定
す
る
こ
 

と
は
元
来
無
理
で
あ
る
。
各
思
想
家
そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
 の
 範
囲
か
決
定
さ
れ
、
そ
の
間
の
前
後
関
係
・
思
想
の
発
 展
等
 が
あ
き
ら
か
に
さ
 

れ
る
こ
と
が
先
決
条
件
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
イ
ン
ド
学
の
 現
状
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
先
決
条
件
が
満
た
さ
れ
る
こ
 と
す
ら
、
遠
 い
 将
来
の
 

こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
研
究
の
 現
段
階
で
示
き
れ
る
年
代
と
は
、
作
業
仮
説
と
し
て
の
 年
代
の
提
示
に
体
な
ら
 

な
い
と
考
え
る
。
 

最
後
に
ス
レ
ー
シ
 ブ
 ラ
（
㏄
 仁
 Ⅰ
 
麒
づ
由
 
（
 
笘
 ）
と
の
関
係
に
つ
 い
 
v
 て
一
舌
口
し
て
お
く
。
マ
リ
ン
ダ
ナ
が
㍉
 
ノ
み
 
1
 リ
 
ノ
カ
ラ
に
 逢
 っ
て
そ
の
弟
子
と
な
 

っ
て
ス
レ
ー
シ
 
グ
ラ
と
 改
名
し
た
、
と
い
う
マ
ン
 ナ
ダ
ナ
 と
 ス
レ
ー
シ
ブ
ラ
と
の
同
一
人
税
 は
 、
最
初
ヒ
リ
ヤ
ン
 ナ
 
（
ノ
ミ
・
 
日
 （
中
 
）
舶
コ
コ
苫
り
 

（
 
7
 ）
 

に
よ
り
・
つ
い
で
 ク
ッ
フ
 
ス
 フ
ミ
 
・
シ
ヤ
ー
ス
ト
リ
に
 
よ
 っ
て
 

（
 
6
 ）
 、
 

加
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
 

（
 
8
 ）
 

は
し
か
し
 
ク
ッ
フ
 
ス
 フ
ミ
 
・
シ
ャ
ー
ス
ト
リ
の
論
を
全
 
面
的
に
く
っ
が
え
す
も
の
で
は
な
い
の
で
、
ス
レ
ー
シ
 ヴ
 う
の
著
作
は
考
慮
に
 入
 

れ
な
い
で
、
マ
ン
ダ
ナ
の
年
代
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
 に
す
る
。
 

略
号
 
い
 の
・
 
-
 ㏄
ミ
ア
 
日
ぎ
乙
 仁
王
。
 
ノ
自
い
年
 

q
p
 
の
 ト
 
の
㏄
Ⅱ
（
 

ピ
 用
の
宙
 

ト
の
 
の
 Q
0
4
0
 

「
 
コ
日
当
 

d
O
 

（
 
@
n
 

コ
宙
 
-
 冨
田
・
 汐
 「
。
 

Z
o
 

さ
 

中
村
博
士
「
初
期
 ヒ
 -
 「
初
期
の
 
ダ
エ
 ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
」
 

「
発
展
 ヒ
 -
 「
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
の
発
展
 ヒ
 

全
 
せ
メ
 
「
・
 
@
 づ
か
笘
ア
ぃ
 

乱
セ
 

0
%
 

ぃ
，
円
 
す
の
 つ
い
コ
串
ざ
，
コ
 

の
毛
の
印
 
@
 
の
の
㏄
 
い
 @
5
 
 
 

名
木
・
 
-
 
 
之
セ
釦
ヒ
曲
 

ガ
の
三
オ
 

卸
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年
代
 

の
 
ラ
 
 
 

マ
ン
ダ
ナ
の
年
代
は
・
上
限
を
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
 

テ
ィ
 

 
 
ナ
 

 
 

ダ
 
 
 
マ
 

（
し
オ
銭
目
 
酉
オ
ロ
 ～
（
 @
 ）
 、
 

 
 

下
限
を
シ
 
ャ
  
 

｜
 

ン
タ
ラ
ク
シ
 
タ
 
あ
曲
 づ 
（
の
（
曲
の
 
@
 

）
及
び
 

 
 

  

 
  
 

 
  
 

 
 

カ
  

 

  

註
 （
 1
 ）
そ
の
著
作
に
つ
い
て
ほ
拙
稿
「
マ
ン
ダ
ナ
・
ミ
シ
ュ
ラ
 
の
 著
作
」
白
岩
井
博
モ
古
稀
記
念
論
文
集
ヒ
所
収
）
蓼
沼
 

（
 2
 ）
イ
円
目
㌧
 
ア
 ・
 づ
 0
 ）
・
円
円
 
や
 ・
㏄
Ⅱ
 

（
 3
 ）
㏄
の
・
出
口
円
ト
 

0
 ら
岸
 

c
t
@
o
 

臣
丁
 （
 
@
 
（
 

（
 3
 ）
中
村
博
士
「
初
期
 ヒ
 
一
一
四
頁
 

（
 5
 ）
筆
者
に
こ
の
こ
と
を
気
付
か
せ
た
端
緒
と
な
っ
た
の
は
 
中
村
博
士
の
労
作
に
対
す
る
の
・
 

目
 0
 （
 ず
田
 三
の
書
評
定
田
 の
 
（
 曲
 臣
目
 。
 "
 
（
。
 
，
 0
-
 

ヱ
 ・
 之
 0
.
 ご
ト
 の
の
 
つ
 ㌧
 b
.
 

㏄
の
 

れ
ぺ
 ）
で
あ
る
。
 

（
 6
 レ
 
H
 
い
 
の
・
Ⅰ
戸
叶
Ⅰ
。
 

串
 由
 り
 （
 
@
o
 
コ
パ
 パ
円
セ
Ⅰ
 

ハ
ボ
 

（
 7
 ）
 
力
 ・
 め
ハ
す
 
㏄
Ⅰ
 
す
 Ⅱ
ぃ
目
ぃ
コ
ミ
が
 

コ
 。
Ⅰ
 倖
 。
 コ
 （
 
@
 
（
Ⅱ
 0
 下
ソ
 キ
リ
コ
 

宙
 9
 目
八
日
 
田
 （
 
a
.
 Ⅰ
 卜
 0
 の
・
 づ
 0
 ㌃
㏄
 い
コ
 0
.
 ち
ハ
 で
 づ
臣
 い
い
ト
 
バ
 ・
）
）
の
の
り
 

（
 8
 ）
い
田
帯
 ロ
ブ
ミ
ヨ
 
の
 臣
モ
 の
り
の
所
論
の
要
点
は
つ
ぎ
の
如
く
 で
あ
る
。
マ
ン
ダ
ナ
 と
 ス
レ
ー
シ
 
フ
ラ
 と
の
間
に
は
、
学
説
の
 柑
果
が
あ
る
こ
と
 

は
み
 と
め
る
。
し
か
し
そ
れ
は
思
想
の
展
開
シ
ヤ
ン
カ
ラ
 に
よ
る
回
心
を
は
さ
ん
で
の
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
 る
の
で
あ
っ
 

て
 、
同
一
人
た
る
こ
と
を
必
ず
し
も
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
 と
 。
世
親
の
場
合
な
ど
を
お
も
い
合
わ
せ
る
と
そ
れ
は
そ
の
と
 お
り
で
あ
っ
 

て
 、
マ
ン
ダ
ナ
 と
 ス
レ
ー
シ
 ブ
 ラ
と
が
同
一
人
で
あ
り
 ぅ
 8
 町
 能
 性
が
ま
っ
た
く
な
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
マ
ン
ダ
ナ
に
 比
較
的
近
 
い
 

時
代
の
著
作
に
お
け
る
、
マ
ン
ダ
ナ
の
著
作
か
ら
の
引
用
乃
至
 そ
れ
へ
の
 
関
 説
か
ら
み
て
、
別
人
で
あ
る
可
能
性
の
方
が
蓮
に
 大
で
あ
る
。
 

ま
た
仮
に
同
一
人
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
改
宗
以
前
と
 以
 後
 と
で
は
思
想
が
異
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
改
宗
以
前
の
思
想
 は
 改
宗
以
後
 

の
そ
れ
と
は
切
り
は
な
し
て
別
個
に
取
扱
 う
 こ
と
が
で
き
る
は
 ず
で
あ
り
、
思
想
史
と
し
て
は
充
分
意
味
を
も
ち
 ぅ
 る
と
お
も
 
 
 

因
 に
中
村
博
士
告
発
展
 ヒ
 二
四
八
頁
以
下
）
戸
立
 菟い
 の
Ⅰ
（
 
C
 コ
 8
 お
 口
 0
 才
 Ⅰ
 コ
 ㏄
の
 
コ
む
す
印
円
 0
 温
の
隼
 8
 
 オ
 曲
ア
 
0
 口
戸
毎
 く
 ㏄
 ぎ
 p
4
 
曲
 江
ぃ
 
）
も
別
人
 

説
 で
あ
る
 0
 な
お
シ
ュ
リ
ン
ゲ
ー
リ
の
シ
ヤ
ン
カ
ラ
派
の
本
山
 で
も
マ
ン
ダ
ナ
 
と
 ス
レ
ー
シ
ブ
ラ
と
は
彫
像
が
別
個
に
刻
せ
ら
 れ
て
い
る
と
 

い
 う
 
（
中
村
博
士
Ⅰ
 イ
イ
 ド
紀
行
 口
 春
秋
社
、
一
六
三
頁
 て
 

  

 
 

。
 
ユ
 
"
 
 
 
、
 



                
  

で 批 の に し セ が 

    
  
う と ダダこ とる。 

ン て テ 比 々 
    
  係 
を 

検   
- 一 且 - - 寸 、 0 お 々 し 窟 

  し 
よ アの日 年前 ょ、いて グナ たレ （ り 6 

つ . 。 
後 す l ピ リ 
は で ガ 。 と 

    ほ に 及   
  の と ダ び   

ん ル ダ 
  

両者 

  
ど マ ル と 

の 動 キ マ @ ま 
関 か l キ 現 
係 す か l 量 
@ ま こ テ ル の 

と ィ テ 定 
イ 1) が な 々 義 

（
 
5
 し
 

「
し
た
が
っ
て
（
 迷
乱
 と
分
別
の
両
者
は
附
記
 の
ド
ヨ
ゆ
 

。
 
0
 口
 曲
の
性
質
と
い
う
点
で
同
一
で
あ
る
の
だ
か
ら
）
 
二
 切
 知
者
の
知
 ヒ
 
（
の
曲
（
 

1
 

マ
 ラ
シ
ー
ラ
（
本
の
日
が
 

瓦
給
団
 
）
に
一
応
求
め
る
こ
と
が
で
 き
る
。
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
と
、
シ
ヤ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
 タ
 及
び
 力
 マ
ラ
シ
ー
ラ
 

と
は
、
中
国
史
料
と
の
関
係
か
ら
、
ほ
ぼ
確
定
的
な
実
年
 代
 が
え
ら
れ
る
の
で
、
ま
ず
こ
の
点
の
検
討
か
ら
始
め
 よ
，
ヮ
 
。
 

マ
ン
ダ
ナ
 と
 ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
 、
前
者
の
著
作
コ
ス
ポ
ー
タ
シ
ソ
デ
ィ
 ヒ
 
（
の
で
す
。
 

丑
 
P
 往
 桂
ま
）
の
中
に
 
，
ダ
 

ル
 マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
「
ブ
ラ
マ
ー
ナ
ダ
ー
ル
テ
ィ
カ
」
（
 ㌧
 ぷ
ヨ
囲
宙
ヰ
ゆ
 

㍉
（
 
好
 こ
か
ら
の
か
な
り
長
文
の
引
用
が
あ
 
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
 

し
た
。
ま
た
マ
ン
ダ
 々
 は
そ
の
比
較
的
初
期
の
作
品
で
（
 

2
 レ
 

あ
る
「
ヴ
ィ
デ
 イ
 ヴ
ィ
 グ
エ
 ー
カ
 六
せ
ニ
乙
 ま
つ
の
 
方
麓
 
）
の
中
 で
 現
量
（
 笘
舵
 目
キ
 ゅ
 
も
 

へ
１
 
）
 

を
 論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
ま
ず
、
「
現
量
の
定
義
 は
 分
別
を
除
く
こ
と
で
あ
る
」
（
ず
が
 

迂
い
口
ぜ
 
0
 ら
オ
簿
 

（
 
4
 曲
 ヨ
 弓
 Ⅱ
角
田
 

セ
欝
 
寸
ゆ
 
巴
燵
ヰ
ゆ
 

曲
 
り
 曲
 目
 ）
 

と
 い
 う
敵
 者
の
主
張
が
掲
げ
ら
れ
る
。
（
 

3
 ）
そ
し
て
「
分
別
」
 
（
 
汀
 号
鐘
 e
 
の
概
念
に
マ
ン
ダ
ナ
の
立
場
か
ら
の
批
判
 が
 加
え
ら
れ
た
後
に
 、
 

ヒ
 
女
 ム
レ
 
に
「
 迷
乱
性
 」
（
 
す
ァ
 
Ⅱ
 
ゅ
コ
孟
舐
 
）
 レ
 
Ⅰ
は
い
か
 み
み
 
る
こ
 と
か
が
問
わ
れ
る
。
そ
こ
で
 は
 「
送
礼
な
き
こ
と
と
は
、
 
有
効
な
働
き
を
も
ち
ム
ロ
 

（
 
4
 ）
 

致
す
る
こ
と
で
あ
る
」
（
の
（
（
 

ア
主
 
屯
守
 い
お
 
旧
話
 田
甘
 曲
 
目
 P
 す
 ア
ぺ
ゆ
コ
 

（
が
（
 

づ
 P
 
旧
 ）
と
い
う
 
敵
 者
の
見
解
も
示
さ
れ
る
。
そ
し
 て
こ
の
一
節
の
末
尾
で
 

マ
ン
ダ
ナ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
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ワ O 

追 ソ る て て は ク 

た 」 フ い 司 も "   タと シ｜ 
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と 年 グ ン 
マ 代 サ ダ 

コ 、 ノ   ナと ムグ 
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の と ヒ 係 
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論 の 計 さ 係 て 二 あ   か は 入 る 
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ダ ラ 頚 の 

が お 示 係 
シ も さ に 

  
  ャ え れ つ 

  「式に入 うに 基っトフ ッ 乙 いて ン ー 

  
    5 C2 ㏄ ) 

  
  
    

ヴ
ム
 ヴ
ェ
ー
 カ
ハ
 C
 呂
づ
の
宙
 
）
が
マ
ン
ダ
ナ
の
著
作
「
 バ
 ｜
 グ
ナ
ー
グ
イ
ヴ
ェ
ー
 カ
 b
 
 
（
 
い
 ず
苧
が
 
コ
 学
才
の
ず
 
曲
 
）
に
 註
 を
 書
い
て
い
る
こ
と
、
 

㈲
そ
の
 ウ
ム
 ヴ
ェ
ー
 カ
 の
言
が
力
マ
ラ
シ
ー
う
に
よ
っ
 て
 引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
 こ
と
は
中
村
博
士
に
よ
 

て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
 

9
 ）
た
だ
 
第
 二
の
点
、
す
な
わ
ち
 力
 マ
ラ
シ
ー
う
の
引
用
し
て
い
る
 文
章
が
果
し
て
 ウ
ム
グ
 

ヱ
 ー
 カ
 か
ら
の
引
用
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
、
に
つ
 い
て
筆
者
と
し
て
は
若
干
の
危
惧
が
な
い
で
は
な
か
っ
 た
 （
 
カ
マ
 ラ
シ
ー
 う
 の
 

引
用
で
は
「
 ウ
ヴ
ヱ
 ー
 ヤ
カ
日
く
 」
（
 
C
 つ
め
ゼ
 

が
 
寸
 ㏄
の
（
 

づ
ひ
ア
 
の
 
）
と
あ
る
）
。
し
か
し
検
索
の
結
果
 
力
 マ
ラ
シ
ー
う
の
 示
 斗
ン
 
と
こ
ろ
八
円
 曲
年
つ
い
 

の
 
ギ
 

七
 %
 牛
 が
で
 
ゅ
且
 
牙
山
づ
・
の
 
憲
 ・
 
ナ
 目
も
・
 め
お
 ・
～
・
の
）
が
 

ウ
ム
 ヴ
ェ
ー
 カ
 の
 文
 
（
の
 

@
 
I
@
 
.
 
@
 
@
 

ミ
 
。
 
オ
麓
セ
が
 

Ⅰ
（
亡
ハ
 

捨
つ
せ
里
 

ハ
ア
 
ド
 
（
 
が
め
 

0
 ）
印
の
・
Ⅱ
・
㏄
 

0
 
１
ロ
・
 
寅
 ・
 
ハ
 ト
 
こ
 の
や
や
 

自
由
な
日
用
て
あ
る
こ
と
を
権
力
め
る
こ
と
 

｜
 

。
、
 
ヵ
 
母
 て
き
た
 
。
」
（
 

l
 
1
 

）
 。こ
れ
に
よ
っ
て
 ウ
ム
グ
エ
 ー
 カ
 、
さ
ら
に
マ
ン
ダ
ナ
が
 カ
マ
 ラ
シ
ー
う
を
最
下
 

  



 
 

死
後
チ
ベ
ッ
ト
に
招
か
れ
、
所
謂
「
ラ
サ
の
法
論
」
に
 お
い
て
中
国
の
「
大
乗
和
尚
」
と
対
論
、
こ
れ
に
打
ち
見
 っ
た
 。
そ
の
後
問
も
な
 

  

  

  

 
 

@@r@-'  '@¥    @    @      '  ='"  y@  @  @?"ff 
  
 
 

 
  
 

 
 

   
 

 
 
  

タ
ラ
ク
シ
 タ
 及
び
 カ
マ
 ラ
シ
ー
う
の
年
代
推
定
の
基
礎
 と
な
っ
て
い
た
。
し
か
る
に
 ポ
 タ
ラ
碑
文
の
研
究
に
よ
り
 こ
の
「
新
唐
書
」
の
記
載
 

（
 
つ
，
 

l
,
 

）
 

及
び
こ
れ
に
類
似
の
記
載
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
あ
き
 5
 力
に
せ
ら
れ
た
 

ト
 

（
 
l
 
8
 
O
 
）
 テ
 イ
ソ
ン
 デ
 ツ
ェ
ン
の
誕
生
は
西
暦
 セ
 四
二
年
、
即
位
は
西
 

暦
 七
五
四
年
正
『
ゼ
三
歳
の
時
と
さ
れ
る
。
つ
ぎ
に
 

（
 
0
 ）
 

サ
ム
 イ
 ェ
手
建
立
の
年
代
で
あ
る
が
、
佐
藤
氏
は
西
暦
七
七
九
 年
と
し
、
（
 

，
 
2
 
 

）
 
ノ
ッ
チ
（
 の
 

（
 
お
 ）
 

ヨ
 c
c
 
円
 
）
は
最
初
西
暦
七
九
一
年
 説
 を
と
っ
（
 

3
 
 
た
が
、
後
に
 改
め
て
佐
藤
氏
と
同
じ
く
西
暦
七
七
九
年
な
り
と
し
た
 

こ
れ
は
も
っ
と
も
 可
 

能
 性
の
あ
る
年
号
と
考
え
る
。
プ
ト
ン
の
記
す
る
如
く
 
（
上
記
）
、
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
 
タ
 が
 サ
ム
イ
ェ
 寺
に
十
 

三
年
住
し
て
い
た
と
す
 

 
 

お
シ
ヤ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
 タ
 の
第
一
回
チ
ベ
ッ
ト
入
国
の
時
 期
を
推
定
す
る
資
料
と
 

（
 
笏
 ）
 

し
て
は
、
フ
ラ
ウ
フ
ル
ネ
ル
の
 オ
 
旨
摘
 す
る
如
く
、
テ
イ
ソ
 

（
 
5
 
2
 

）
 

ン
デ
 ツ
ェ
ン
の
第
二
詔
勅
を
看
過
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
 ，
 
ヮ
 。
そ
れ
に
よ
る
と
、
 テ
 

イ
ソ
ン
 デ
ツ
ヱ
ン
 王
が
即
位
し
て
か
ら
も
、
そ
の
初
期
の
 中
は
仏
教
を
禁
ず
る
法
律
が
行
わ
れ
て
い
た
。
壬
が
 二
 十
歳
（
西
暦
七
六
一
年
）
 

に
な
っ
た
と
き
に
、
災
と
凶
兆
が
あ
り
、
そ
の
後
仏
教
が
 行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
記
事
は
大
体
 信
じ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
 

か
ら
、
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
 タ
 の
第
一
回
チ
ベ
ッ
ト
 入
 国
の
時
期
は
西
暦
 セ
 六
一
年
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 し
た
が
っ
て
シ
ャ
ー
ン
 

タ
ラ
ク
シ
 タ
 は
、
お
よ
そ
 セ
六
 0
 年
頃
ま
で
は
イ
ン
ド
で
 文
学
活
動
に
従
事
し
て
お
り
、
そ
し
て
 
伺
 タ
ッ
ト
 ヴ
サ
 ム
グ
ラ
ハ
」
は
そ
の
間
 

の
 著
作
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
 

つ
ぎ
に
 カ
マ
 ラ
シ
ー
う
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
カ
ラ
マ
シ
 ｜
う
は
 シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
 タ
 の
弟
子
で
あ
り
・
シ
ャ
 ｜
 ン
タ
ラ
ク
シ
 タ
 の
 

（
Ⅰ
 

l
 
7
 
、
 
）
 

と
な
る
。
 
テ
 イ
ソ
ン
 デ
 ツ
ェ
ン
の
死
は
 
コ
 新
唐
書
ヒ
 の
記
 載
 に
よ
り
大
宝
十
四
年
（
西
暦
七
五
五
年
）
と
従
来
考
え
 

も
 ね
 、
こ
れ
が
シ
ャ
ー
ン
 

                Ⅰ サコ 。 。 ' 

サ
の
 
法
論
」
の
前
に
）
 

、
 馬
に
蹴
ら
れ
て
死
ん
だ
ハ
 

ブ
ト
 ン
 ）
。
㈹
 
サ
ム
イ
ェ
 
寺
は
卯
の
年
か
ら
末
の
年
ま
で
か
か
 

っ
て
建
立
さ
れ
た
（
 

デ
 

フ
 テ
ル
）
。
大
要
以
上
で
あ
る
。
 

6
 
2
5
6
)
 
 

 
 

そ
こ
で
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
 

タ
 の
年
代
を
知
る
た
め
に
 

は
 、
テ
ィ
 
ソ
ン
デ
 
ツ
ェ
ン
王
の
年
代
と
 

サ
ム
イ
 
ュ
手
建
立
 
0
 年
代
が
手
が
か
り
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0
 年
代
を
知
る
た
め
に
は
、
「
ラ
サ
の
法
論
し
の
年
代
が
 重
要
で
あ
る
が
、
「
 ラ
 

サ
の
 法
論
」
は
 敦
煙
 が
決
定
的
に
チ
ベ
ッ
ト
の
手
中
に
 入
っ
た
七
八
七
年
の
後
の
、
中
年
か
ら
成
年
の
初
め
、
 換
 冒
 す
れ
 ば
 西
暦
 セ
 九
二
 

（
 
笏
 ）
 

年
か
ら
同
七
九
四
年
の
初
め
、
に
か
け
て
行
わ
れ
た
と
 み
る
の
が
 ド
ウ
ニ
エ
 
ビ
ル
 

貧
 ・
 ロ
 の
ま
か
せ
ま
⑧
の
見
解
 で
あ
り
、
こ
の
見
解
は
 

一
般
に
同
意
を
え
て
い
 
る
 
。
（
 

乃
 ）
 

セ
九
 0
 年
頃
チ
ベ
ッ
ト
に
入
り
・
 

セ
 九
五
年
頃
殺
さ
れ
 た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
 

カ
マ
 ラ
シ
ー
う
は
ま
た
シ
ヤ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
 タ
 の
第
一
回
 チ
ベ
ッ
ト
入
国
以
前
に
そ
の
弟
子
と
な
っ
て
い
た
の
で
 あ
ろ
う
か
ら
・
 
カ
マ
ラ
 

シ
ー
 う
 の
イ
ン
ド
で
の
活
動
時
期
は
お
よ
そ
七
五
 0
 年
 

（
Ⅰ
）
拙
稿
「
仏
教
と
文
典
派
」
高
日
本
仏
教
学
会
年
報
 ヒ
第
 

七
九
 0
 年
 、
す
な
わ
ち
八
世
紀
の
後
半
と
考
え
ら
れ
 

一
一
十
 
-
 
八
ロ
 
す
 ）
 

る
 。
 ウ
ム
 ヴ
ェ
ー
 カ
 は
 

そ
の
力
で
ラ
シ
ー
う
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
 る
か
ら
、
ウ
ム
ヴ
ェ
ー
 カ
 の
年
代
の
下
限
は
、
八
世
紀
 後
半
と
み
る
べ
き
で
あ
 

る
 。
マ
ン
ダ
ナ
は
そ
の
 ウ
ム
ヴ
ヱ
 
ー
 カ
 よ
り
前
と
い
う
 ナ
 
」
と
に
な
る
。
 

マ
ン
ダ
ナ
の
年
代
に
つ
い
て
ほ
ぼ
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
 、
六
五
 0
 年
頃
か
ら
八
世
紀
後
半
の
間
と
い
う
こ
と
に
 な
る
。
 

註
 （

 2
 ）
拙
稿
「
マ
ン
ダ
ナ
・
ミ
シ
ュ
ラ
の
著
作
」
（
上
掲
）
 参
  
 

（
 3
 レ
メ
ト
・
 

ナ
 
「
・
 
づ
 ・
 ト
の
下
 

・
 れ
 
・
㏄
 

（
 4
 ）
 せ
ぺ
 ・
 b
.
 ）
 
ゆ
め
 
・
～
・
 
り
 

（
 5
 レ
サ
 プ
ト
リ
コ
 

由
 オ
土
㌧
 
い
け
り
 

Ⅱ
 0
 甘
の
り
日
向
Ⅰ
 

0
 づ
の
 
Ⅱ
目
 
で
 0
 
せ
巴
オ
せ
 

の
㏄
 
曲
ヱ
 

（
名
木
・
や
）
の
 

肚
 ト
ビ
・
）
 

（
 6
 ）
 く
づ
 ・
 
セ
 ・
む
目
・
 

-
 目
 １
 7
 ト
 
拐
 ・
～
・
 

プ
 た
だ
し
っ
ぎ
の
形
で
 よ
ひ
 0
 （
 
曲
円
ア
り
 

0
 
ハ
 の
 
の
 Ⅱ
 
つ
と
ひ
ど
ひ
 

曲
コ
曲
ヨ
 
コ
ぃ
オ
巴
つ
い
コ
卸
づ
 

。
 隼
オ
 
㏄
 日
 0
4
 

ゃ
 お
せ
が
す
 

甘
 Ⅰ
 
ゆ
コ
 
（
 
い
 づ
岸
 

（
 @
 

七
 ～
 
曲
 （
 
セ
 ㏄
 寸
偲
す
汗
ゆ
い
 

中
日
の
目
 

つ
り
ヱ
 
・
（
 
さ
簿
 
お
せ
を
 z
 本
 ・
 
せ
 ・
）
の
 

ト
 ～
・
㏄
㏄
 

に
よ
っ
て
挿
入
。
 づ
 r
a
 
（
 
せ
 9
 
ダ
れ
生
。
の
前
の
日
は
と
る
 0
 こ
の
 コ
 の
が
あ
る
 

と
 、
註
釈
の
文
体
に
な
っ
て
し
ま
い
、
マ
ン
ダ
ナ
の
本
文
に
あ
 っ
 た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
 之
メ
 ・
カ
ト
の
 
ち
 ・
～
・
 
ぃ
 も
に
な
ら
つ
 

て
 、
筆
写
の
際
誤
つ
て
混
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
 っ
 。
）
 

（
 7
 ）
「
 迷
乱
性
 」
と
は
な
に
か
、
 と
問
 ラ
マ
ン
ダ
ナ
の
文
章
を
 注
す
る
箇
所
で
そ
 腎
 %
 安
田
は
つ
ぎ
の
如
く
い
 う
 。
 

も
 ～
 
ふ
 や
め
毎
な
ゆ
 

）
 

）
 p
@
 
つ
い
ガ
 
p
-
 
で
か
 
コ
リ
 
七
 。
 隼
 ず
の
軽
妙
（
 

q
p
 

づ
 b
H
p
 

セ
の
ダ
ゆ
 

p
-
p
 

寸
 山
麓
弔
い
 

日
い
 
で
 @
 円
仁
（
 

丼
 山
の
Ⅱ
 

卸
 す
ず
Ⅱ
 

曲
コ
づ
簿
 

円
せ
曲
の
か
 

す
 ぎ
の
 
旧
 ㌧
Ⅱ
の
 

任
セ
い
斤
也
麓
す
片
 

㏄
 
ひ
コ
い
宙
 

-
 
侍
 
-
 7  (257) 

  



    
 
 

  

（
は
）
中
村
博
士
「
初
潮
」
三
七
八
頁
以
下
に
翻
訳
が
、
ま
た
 三
九
二
頁
以
下
に
解
説
が
あ
る
。
 

（
は
）
 づ
 ・
 
コ
お
オ
 の
Ⅰ
 く
 @
 い
 ～
 
宙
 ・
で
 づ
 ・
ど
の
こ
 

N
Q
 

（
 
N
 ）
そ
の
理
由
は
こ
 
フ
 で
あ
る
。
す
な
か
ち
、
シ
ヤ
ー
 ン
タ
 ラ
ク
シ
 タ
 が
マ
ン
ダ
ナ
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
年
代
的
 に
は
勿
論
可
能
で
 

あ
る
 0
 し
か
し
筆
者
の
検
索
の
結
果
で
は
、
マ
ン
ダ
ナ
の
援
の
 

及
び
目
く
・
の
額
は
 つ
い
 
（
（
 
づ
 a
s
a
 

屯
田
が
ず
曲
に
一
頗
も
引
用
 

さ
れ
て
い
な
 

こ
の
三
つ
の
書
物
を
詳
細
に
検
討
し
た
わ
け
で
は
な
い
か
 ら
 断
言
は
で
き
な
い
が
、
当
然
マ
ン
ダ
ナ
の
主
張
が
問
題
と
さ
 れ
て
然
る
べ
 

き
 場
合
（
例
え
ば
現
量
の
定
義
）
に
も
、
マ
ン
ダ
ナ
に
ふ
れ
て
 い
な
い
点
等
か
ら
み
て
 
ヨ
偉
 （
せ
 
い
 き
ち
 浅
曲
ず
 
由
を
著
し
た
時
の
 
シ
ヤ
ー
 ン
タ
 

ラ
ク
シ
 タ
 に
は
 マ
ソ
ダ
ナ
 の
著
作
は
直
接
知
ら
れ
て
ほ
い
な
か
 っ
 た
の
で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
同
時
代
と
考
 
ん
 ら
れ
る
 

月
 三
才
 め
田
ち
雙
め
テ
る
曳
こ
 
守
山
 
?
 、
 
0
-
.
 

ロ
 ・
 n
 ：
の
）
 

N
.
 

こ
 ・
 
目
二
ど
 
）
 

C
d
=
 

娑
旺
臼
の
 
（
 
ど
、
 

単
ぁ
：
 

R
 
）
の
す
 
0
 如
才
押
目
送
 
オ
ミ
イ
 
が
ち
 コ
 曲
ヨ
 ゥ
 ）
 
ひ
ゆ
患
巨
ゆ
ち
づ
 
㌫
 日
り
逼
 「
 
p
 邑
 ：
オ
目
 り
 
臣
 
Ⅱ
 

臼
キ
ユ
づ
 ，
 麓
 二
ず
 ぎ
帝
ゅ
ち
ぺ
 
斗
立
耳
曲
目
Ⅰ
（
ま
ず
 
卸
 ㍉
 

m
p
 
む
 「
 
p
 層
す
 0
 ｜
 
O
 ｜
 

田
翌
日
 

@
 

り
 Ⅰ
 
@
p
 
（
」
 

c
6
 

）
㎡
（
～
 

ゆ
 H
@
@
 

千
 
@
 
聲
 十
曲
ち
 
ぺ
 知
生
 @
 
ど
め
 
ち
コ
援
コ
 軽
 @
 
Ⅱ
 卸
 @
 
守
 Ⅱ
 コ
由
 

Ⅰ
 
i
 
ひ
｜
 

担
 「
 
p
 ヨ
 。
）
「
 

%
 ヰ
 蜀
ひ
仁
 
）
 
@
@
@
@
 

お
 @
@
m
-
 

）
あ
ち
 母
ち
 *
 
ど
ゴ
 リ
コ
 
%
 超
 が
へ
 

め
 -
0
 
ア
い
せ
 曲
 Ⅱ
 エ
オ
 の
ミ
山
方
寸
出
ゆ
（
 つ
 ・
収
の
・
～
・
り
印
 
1
,
 づ
 ・
旬
ム
・
～
・
 
ト
 ）
 

：
・
で
Ⅱ
の
 
ヨ
 リ
づ
 山
ヰ
甲
コ
が
コ
せ
 
申
せ
が
 
へ
 せ
い
 ゑ
 Ⅰ
の
 
す
曲
ず
ア
 Ⅱ
 ひ
 （
（
 
@
 ㏄
 臣
ず
曲
セ
 が
い
（
 
コ
へ
り
年
ぎ
 ー
 
田
｜
 

セ
ル
 う
つ
 Ⅱ 甲
コ
 曲
や
セ
ミ
コ
 P
 せ
ぬ
 の
Ⅰ
 
コ
せ
笘
 （
の
 
，
 

ロ
が
 

ず
 0
 隼
 ず
の
 寸
曲
圧
イ
い
 
（
（
）
 

錨
 （
Ⅰ
 
り
 （
 
コ
 
ロ
ノ
 

（
が
（
 
す
 リ
ア
 @
m
 

角
ヰ
 
セ
け
七
 @
 

プ
 O
 伍
す
笘
ガ
の
 
任
せ
の
 
セ
い
 茸
山
セ
㌃
 リ
セ
ぺ
ゆ
宙
 ぎ
く
の
（
 
づ
 
円
コ
 

コ
リ
 の
 エ
 。
叶
い
 円
 Ⅰ
 ゆ
七
 Ⅰ
 り
目
コ
 
曲
中
 せ
 P
 コ
せ
曲
侍
す
曲
か
仁
ず
ヱ
オ
釦
 

（
 

Ⅱ
 ゆ
 @
d
 

）
Ⅰ
の
）
 

い
 （
が
 
@
 

が
 l
 

・
 
-
 コ
め
臣
肘
 
リ
セ
 
り
 @
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  正 と一るセ す 頁 、 四で の                       
お 氏 る 以 プ二 あ 辻車     
む り 

  借 マみ ン 6 も 3 おド か 論理。 ㌣ い 覧 
の す 
説       
    つ む イ ル % チ   
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で
き
る
。
す
な
わ
ち
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く
 

（
 
l
 ）
 、
 も
 し
ウ
ム
 ヴ
ェ
ー
 カ
 が
 カ
ナ
ク
ヂ
 
の
マ
シ
ョ
ー
プ
ル
マ
ン
 
ハ
 
ペ
曲
 か
 
。
 せ
ゅ
 
Ⅱ
 
ヨ
 曲
目
）
十
エ
 

（
 
2
 り
 

の
 保
護
の
下
に
あ
っ
た
詩
人
 バ
ヴ
ブ
 ー
テ
イ
（
 し
 二
の
 
つ
り
ヴ
 
オ
里
 む
と
同
一
人
で
あ
る
こ
と
が
 
め
 と
め
ら
れ
れ
 ば
、
 
マ
シ
ョ
ー
ブ
ル
マ
ン
 
王
 

ほ
 
つ
い
て
は
、
Ⅲ
西
暦
七
三
一
年
中
国
へ
大
使
を
派
遣
し
 て
い
る
こ
と
、
㈲
そ
の
九
年
か
十
年
後
、
カ
シ
ミ
ー
ル
 の
 ラ
リ
タ
ー
デ
ィ
ト
 ヴ
 

（
 
3
 ）
 

ヤ
 
（
Ⅰ
の
）
 

田
 
（
ゅ
田
（
 

y
a
 ）
 王
 と
戦
っ
て
敗
れ
た
こ
と
、
が
知
ら
 れ
て
い
る
か
ら
、
ウ
ム
ヴ
ェ
ー
 カ
 の
年
代
は
八
世
紀
前
 半
 と
い
う
こ
と
に
な
 

 
 

        
' ユ与   

  

め 
る マ 
こ ン 

と ダ   （ （ 只し ヤ 乙 ハリ り七 

  
は ナ   27  26  25   （ ノ 乙 り 与 

  
で の   
き 年 
な 伐 
Ⅴ 、 f こ 
で っ 一 
あ い r 
ろ て 

ぅ は     A 
か ぽ 
。 確 
こ 実 
れ に   
@ 二 Ⅴ 、 

つ え 
。 6 手 
（ 建 

い る   

こと ては 

  ナま   田コ曲目ぃ の キ 立 開始を西 

ぎ 上 O づ Ⅱ 
    暦 

の の 
ワ 七 

援絹 
三七 

よ と ・ 仁 Ⅰ ㌧ 下ひ ㌔ ゆり N.  ド ど五 
ぅ お   。 年 
な り も と 

事 で （ 円 ト @ の Ⅱの 

，清 あ 
な る 憶 0 Ⅹ 荻     
考     七れ 

慮 で 曲 Ⅱ 
セか 

は は 
九 ら 

雑誌 目 （ ・ 

  
か = 

入 れれ こ ら午   迂回 
、 上 

Ⅱ東洋史 こ、 づ ・の 真手 
一 そ すに 
広 め フ 所 れ住 

の 年 
ば し 

想 、 代 
定 め 

究し第 ラウ ワ 

ノ ン "- 

  
年 上 

七 み 

代 の   九て、   
空 間 

第 年シ 

宮 笘 
が   

隔 が すこ を 
と せ 

ンタ没年 l 
ほ ぱ 

と - フ   な ク 

(260) 10 

 
 

  

 
 

 
 

 
 



Ⅰ       

  
  
      

  

  

  

 
 

 
 

  

  
  
  
  

瓜卸 Ⅱ 
  

  
  
    

マンダナ ミ シュラ 

  

0 年代 

                                                      屯 "" セ七ポト， ・ 旧印 な     ヰ出 。 ㌔ F," 丑 " 博 ' 甲モ ㌣Ⅰ ナ   

る
 。
し
た
が
っ
て
マ
ン
ダ
ナ
は
そ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
 に
な
り
、
一
応
 セ
 世
紀
後
半
が
マ
ン
ダ
ナ
の
年
代
と
し
て
 想
定
さ
れ
る
。
 

と
こ
ろ
で
伝
説
に
よ
れ
 ば
 、
ウ
ム
ヴ
ェ
ー
 カ
 は
ク
マ
ー
 
リ
ラ
の
弟
子
で
あ
っ
て
、
そ
の
著
コ
シ
ュ
ロ
ー
カ
グ
ー
ル
 テ
ィ
カ
 ヴ
 サ
ー
ク
 ヤ
 

（
 
4
 ）
 

｜
 」
（
 凹
 0
 ア
 4
%
 

（
守
が
せ
 

セ
曲
ヰ
ア
セ
リ
 

）
 は
 、
ク
マ
ー
リ
ラ
の
子
 ヂ
ャ
ヤ
ミ
 シ
ュ
ラ
（
 オ
鴻
邑
か
 （
し
と
協
力
し
て
作
っ
た
 も
の
と
い
う
。
ま
た
 で
 

ン
ダ
ナ
も
ク
マ
ー
リ
ラ
の
弟
子
と
い
わ
れ
る
。
 

ウ
ム
ヴ
ェ
 １
カ
 は
 マ
ン
ダ
ナ
の
著
作
に
も
註
釈
を
書
い
て
い
る
の
 で
あ
る
か
ら
、
結
局
 ウ
 

ム
 ヴ
ェ
ー
 
カ
 は
マ
ン
ダ
ナ
の
後
輩
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
 -
 
ワ
 。
し
か
し
 ウ
ム
 ヴ
ェ
ー
 
カ
は
 、
マ
ン
ダ
ナ
の
 著
 「
。
 
ハ
｜
 グ
ナ
ー
 ブ
 イ
 グ
エ
 ー
 カ
し
 

（
 
5
 ）
 

の
 註
釈
に
お
い
て
、
多
く
の
箇
所
で
田
寓
目
 巴
手
の
 ～
の
曲
 

田
コ
 9
 。
 凹
 （
 
e
r
 
コ
ド
 
（
 
申
 
4
0
 日
 9
 田
 品
を
挙
げ
て
い
る
か
ら
、
 
両
者
の
年
代
の
上
の
間
 

隔
を
余
り
せ
 ば
 め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

以
上
の
諸
条
件
を
考
慮
し
て
・
マ
ン
ダ
ナ
の
活
動
時
期
 を
 西
暦
六
七
 0
 年
１
１
六
八
 0
 年
を
申
心
と
す
る
そ
の
 前
 彼
 と
す
る
こ
と
は
、
 

作
業
仮
説
と
し
て
一
応
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 別
言
す
れ
ば
中
村
博
士
の
示
さ
れ
た
西
暦
六
セ
 0
 午
 

七
二
 0
 年
 と
同
時
代
で
 

あ
る
が
、
た
だ
そ
の
活
動
時
期
の
中
心
を
二
十
年
程
度
 引
き
上
げ
て
考
え
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
し
か
し
 ウ
ム
 ヴ
ェ
ー
 カ
と
バ
 ブ
ブ
ー
 

テ
 ィ
 の
同
一
人
 説
 が
成
立
っ
た
場
合
の
こ
と
で
あ
っ
て
 、
 極
め
て
暫
定
的
仮
説
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

な
お
最
後
に
 ウ
ム
 ヴ
ェ
ー
 カ
 の
年
代
と
関
連
し
て
シ
 ャ
 ｜
ク
ヤ
 
マ
テ
ィ
 6
 曲
こ
う
日
が
（
 

@
 
）
及
び
 力
 ル
ナ
カ
ゴ
ー
 
ミ
 ン
 八
パ
 
曲
円
弔
 

P
 柑
の
㏄
 
0
 日
 ご
田
）
 

0
 年
代
に
つ
い
て
附
言
し
て
お
き
た
い
。
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
 テ
 ィ
 の
「
ブ
ラ
マ
ー
ナ
グ
ー
ル
テ
ィ
カ
 L
 に
対
す
る
、
 
シ
ャ
ー
 ク
ヤ
 マ
テ
ィ
の
 

（
 6
 ）
 

註
と
、
力
 ル
ナ
カ
ゴ
ー
ミ
ン
の
 
託
 と
が
ム
ロ
致
す
る
点
か
 ら
 ・
前
者
が
後
者
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
 。
と
こ
ろ
で
 力
 ル
ナ
カ
 

コ
 ー
ミ
ン
は
 ウ
ム
 ヴ
ェ
ー
 カ
 を
引
用
し
て
い
る
。
（
 

7
 ）
そ
れ
ゆ
 ス
カ
ル
ナ
カ
ゴ
ー
ミ
ン
の
年
代
の
上
限
 は
 、
も
し
 ゃ
ム
 、
ヴ
ェ
ー
 カ
と
バ
ヴ
ブ
｜
 

テ
ィ
と
の
同
一
人
税
が
成
立
つ
な
ら
ば
八
世
紀
前
半
 と
 考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
シ
ャ
ー
 ク
ヤ
 マ
テ
ィ
は
そ
れ
 
よ
り
さ
ら
に
後
と
い
う
 

（
 
8
 し
 

こ
と
に
な
る
。
フ
ラ
ウ
 ヮ
 ル
ネ
ル
は
、
シ
ャ
ー
 ク
 ヤ
マ
 一
 
ア
 イ
 に
西
暦
六
六
 0
 年
 

七
二
 0
 年
 と
い
う
年
代
を
附
 し
て
い
る
が
・
も
し
 ウ
 

ム
 ヴ
ェ
ー
 
カ
と
 バ
グ
 フ
 ー
テ
ィ
と
の
同
一
人
 説
 が
み
 と
 め
ら
れ
る
な
ら
ば
・
上
記
の
理
由
に
よ
り
こ
れ
は
早
き
に
 失
す
る
こ
と
に
な
る
。
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1
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㍉
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口
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5
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拙
稿
「
マ
ン
ダ
ナ
 

ミ
 
シ
ュ
ラ
の
著
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（
上
掲
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註
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2
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中
村
博
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外
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す
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日
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臼
 
0
 
ォ
い
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ぷ
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づ
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づ
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神 経 症 と 罪 

自 酌 恐 の 犯   
感 
の 

あ 型 を せ 犯 兆 理 
解 

弄 る い ま て 
悪 自 行 っ 経 
感 我 為 た 験     される 8 日（ 機能（に対し ある罪   上 

    田 

賢   
け意 型に   

サム ロ 

道徳 的欲られる 不 識 に属す もとづ   
。 求 る く 安 超 識 う る   

13@ (263) 

ネ咄 

と
 

罪
 

症
 
-
 
Ⅰ
 
。
 
三
 

経
 そ

の
心
理
学
的
理
解
と
宗
教
の
立
場
 



鱗
 
"
"
 

  

 
 宗教に
よ
っ
て
種
々
異
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
と
は
 い
え
、
多
く
の
場
 ム
ロ
 
、
信
仰
主
体
の
側
に
お
け
る
罪
悪
感
 に
 重
要
な
意
味
を
見
 

出
そ
う
と
す
る
宗
教
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
以
上
の
記
 述
 に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
フ
ロ
イ
ド
的
精
神
分
析
 学
の
罪
悪
感
放
神
経
症
 

理
解
に
は
、
決
定
的
に
対
立
せ
ざ
る
を
得
な
い
何
か
が
 あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
精
神
分
析
 学
 と
難
も
、
そ
の
臨
床
 

                                  。   "..      """ Ⅰ """ 「               

ろ 行 間 人 6 分 
無 為 関 間 。 析 さ 

    
れ ら 会 規 昇格   

る わ ず 、 

第一 

任 る く は に る   
を 間とせ こさ、 神す意 関 無 
わ に た 経 る 識 
  

れ な 父 症 独 な 

  心的過 る と - 換 る。 母、或 者 自身 体 特 な 
がミ 高 @ ま に 系 程   
な す そ あ の に 克 し も ヲ 、 不感   

分た決 潟 忠宏と 純 
に も しぎれと し 粋 起因 脊見 ぃはか れば、 の るの ある 月 、 で こ し 

り 神 と は と て 内的 推測し に のだと 誤り て 乙簿 。 るわけ 雄 も、 ての道 

で 経 な な を い   
と こな 乙 ゆが安 安   

定 し る     
(2 色 ) 14 
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神 経 症 と 罪 

二
 、
自
責
感
の
機
能
評
価
 

罪
悪
感
の
も
つ
機
能
の
 評
価
と
神
経
症
の
病
因
論
に
関
 

-
 

嚇
 し
て
、
精
神
分
析
学
者
の
行
う
宗
教
批
判
の
中
に
ほ
 、
 宗
教
の
説
く
罪
悪
 観
 

   
 

が
 、
罪
悪
感
の
中
心
機
能
で
あ
る
自
責
の
念
㊤
の
（
（
 

芭
 。
 目
汁
ョ
コ
 燵
 （
 
@
0
 
さ
を
強
め
、
そ
の
故
に
却
っ
て
、
神
経
症
 
的
 疾
病
状
態
を
更
に
強
 
 
 

度
 な
も
の
と
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
現
実
に
罪
悪
行
 為
を
犯
さ
し
め
る
こ
と
に
な
る
の
だ
と
い
う
非
難
が
含
ま
 れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
㏄
 
 
 

に
つ
い
て
は
・
既
に
そ
の
一
部
を
論
ず
る
機
会
が
あ
っ
た
 が
 
（
拙
稿
「
罪
の
心
理
と
神
道
」
神
道
宗
教
・
第
三
十
四
号
）
 
、
 こ
こ
で
は
本
論
の
主
題
 
1
 

   
 

 
 

 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
 

精
神
分
析
 学
が
 、
科
学
と
し
て
の
理
論
と
治
療
的
 実
 修
の
体
系
 で
あ
る
こ
と
を
超
え
て
、
あ
る
特
定
の
哲
学
的
・
価
値
的
前
提
 を
持
 つ
も
の
で
あ
 

る
こ
と
は
、
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
 し
そ
れ
で
も
な
お
、
常
に
規
範
的
な
立
場
か
ら
出
発
し
ょ
う
 と
 し
、
 或
は
ま
た
常
に
 

規
範
を
求
め
よ
う
と
す
る
立
場
に
立
っ
宗
教
と
、
価
値
的
・
 哲
 学
的
前
提
を
離
れ
て
出
来
る
だ
け
記
述
 学
 と
し
て
の
立
場
を
守
 ろ
 う
 と
す
る
心
理
学
 

と
を
、
そ
れ
が
 隅
 々
共
通
の
主
題
を
取
扱
っ
て
い
る
 場
 ム
ロ
が
 
あ
 る
か
ら
と
い
っ
て
 、
 
直
ち
に
関
聯
づ
け
て
論
じ
よ
う
と
す
る
こ
と
 は
 誤
り
で
あ
る
、
 と
 

い
 う
 議
論
が
あ
り
 ぅ
 る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
筆
者
は
、
 記
 述
 を
主
と
す
る
心
理
学
と
難
も
、
そ
の
科
学
性
を
傷
つ
け
る
こ
 と
な
く
、
規
範
の
間
 

頭
 に
関
与
し
 ぅ
 る
と
考
え
て
い
る
。
 G
.
W
.
 

オ
ル
ポ
ー
ト
は
 

、
 人
格
心
理
学
の
分
野
に
お
い
て
こ
の
こ
と
の
必
要
性
を
提
唱
し
 、
現
在
は
将
に
そ
の
 

こ
と
の
行
わ
れ
る
べ
き
時
期
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
 
（
の
・
 甲
 下
 @
0
 臣
 -
"
 つ
め
 
せ
 い
す
 
0
-
0
 

雙
り
主
ぎ
 
（
 
0
 年
の
㌃
 

f
o
 

ぺ
 0
 日
 如
か
 
臣
 り
の
・
 

ヒ
由
曲
 
Ⅱ
Ⅱ
 
ゆ
 Ⅱ
 
笘
 

Ⅱ
 %
 高
ぃ
（
 
@
o
 
目
と
オ
 の
ま
の
 

毛
，
づ
 0
-
 
・
 簿
 。
 之
 0
.
 ナ
 
ぶ
 ぶ
 、
筆
者
に
 と
っ
て
は
力
強
い
証
言
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

掠 " 甘ぜ ， 卸時ぢ " 苦 。 肝 

け
る
責
任
、
特
に
自
我
機
能
の
自
律
性
を
 、
 全
く
予
想
 し
て
い
な
い
と
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
が
、
 

し
 

な
 理
解
が
な
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
す
ら
、
そ
こ
に
は
、
 主
体
の
側
に
お
け
る
積
極
的
な
価
値
判
断
と
、
そ
れ
へ
 

て
 
「
か
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
す
る
存
在
へ
の
関
与
 に
も
と
づ
い
た
罪
悪
感
が
 、
 何
ら
か
の
意
味
づ
け
を
 な
 さ
 

て
は
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
宗
教
が
精
神
分
析
 学
 的
 罪
悪
感
の
分
析
、
及
び
自
我
機
能
の
分
析
を
通
じ
て
の
 

得
な
い
根
本
理
由
の
一
 

つ
 は
こ
こ
に
あ
る
。
 

か
し
、
例
え
そ
の
よ
う
 

の
決
断
と
行
為
に
よ
っ
 

れ
る
余
地
は
与
え
ら
れ
 

人
間
理
解
に
、
満
足
し
 

韓
，
 

 
 

的
な
治
療
の
テ
ク
ニ
 
イ
ク
と
 治
療
目
的
を
ま
で
考
慮
に
 
入
れ
て
検
討
す
る
な
ら
、
神
経
症
的
疾
病
状
態
に
陥
入
っ
 

て
い
る
主
体
の
側
に
お
 

ぎ凄授卸穏 
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し 意 症 症 果 表   し て い く り 下 的 じ 

時 態 て 分 も 自 り 性 教 い に を て 感 

  

、 主 が   
か 訓 保 か オ い 単 彩 おいて する限のよ 式で う 本来、 超自我 の説く 人間の になる 屯汀 。 積 ら の欲 する も も りェ よ う 者の よ 主 。 神 更極求 研精 ン り あ 

なり 治に動息 他 （ う体こ経宮的が 突袖 テ はれる 
に 自 己懲 イショ 療 方法 おいて 権 的・ 心）の な精神 的な目 のよ う 機に自己 症改 0 円℡。 臣 む し ・ 分野に 分裂病 むし 対す 

ハ ン る る 罰 熊 ろそ 政人間精神 存在へ 、 蔵主義 過当な 霊 的・ 同一 己 な機能 能的精 0 （（ ァの 最 年 １ 本 の 初 病 尊 台 度 の 

    
と で と   

徳 な る 方 れ に る 自 ば い へ 病 歴 立 と 、 ば 
  ぅ の （ を す こ 徒 し ば括 向に求的責任から、ているいかも 臭が同 求めて のであ 罪悪 見解 自然 での 速 持ち 手 6 １ @ るこ って 

癒 形 表 に す に 評 康 ま   力 武 朗 甚 も 、 価 は た 
待 し 徳 軽 軽 結 の と し づ 導 キ を 小 論 
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に
 関
係
す
る
範
囲
で
、
多
少
補
足
的
に
述
べ
て
お
き
た
  
 

1
6
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ア
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絆
 

  

 
 

 
 

 
 

弄
 は
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
疑
問
は
 

一
見
し
て
受
け
る
印
象
ほ
ど
、
決
し
て
矛
盾
し
た
問
い
 

か
け
で
は
な
い
。
精
神
医
学
 

と
 的
に
判
断
せ
ら
れ
る
疾
病
概
念
に
は
・
単
な
る
 

記
 
述
 的
立
場
を
超
え
る
事
実
へ
の
価
値
的
態
度
が
、
大
前
提
 

と
し
て
予
想
さ
れ
て
い
る
か
 

疽
 ら
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
よ
う
な
疑
問
は
 

、
古
 
小
数
の
立
場
か
ら
精
神
治
療
友
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
分
野
 

に
か
か
わ
ゆ
を
持
と
う
と
す
 

   
 

経
 

 
 
 
 
 
 
 
 

神
経
症
が
病
気
で
は
な
く
罪
で
あ
る
と
い
う
評
価
は
 

、
マ
 
ウ
ラ
ー
に
よ
っ
て
最
も
尖
鋭
な
形
で
提
起
さ
れ
て
い
る
 

（
 
0
.
 
下
 ・
 
ヲ
 
（
 
o
 
毛
 
r
e
r
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0 次 
理 定 神 むし 判断 能 的 
解 約 経 て に ろ を 考 
は な 症 あ 否 、 知 前 

る 定 自 ら 提 
も 、 理の 解心 。 せ 己 な に 
重 の 的 も の か 立 

要 和 主 れ 入 ま っ 
な 連筆 班ド る 格 ま 限 
疑 を 候 Ⅰ べ た に り 

間 赤 の 丁 き り 放 、 
で ぅ 貫 穿 

をし一 投てつ 牛車 は る せ 悪 
げ い で 経 
か る あ 症 行為を 資格をなく、 られる けとる るい 罪 f ま 

病 逆 示 こ 犯 
に し と し 

積 て に な 悪感に ことに う事実 か 罪 極 い な が 
は は っ か 的 る る ら 

る ・ い な の か 全 
。 単 て 評 だ ら く 

貝口 に の 価 と で 罪 
む い あ 責 

ちそ機 、 れ能 
神 だ 評 

与 う る 感 
え 、 。 を 

経 け 価 ら 逆 こ 持 
症 の が ミ れ 説 こ っ 

  こと 的ななけ には 

一 と 上 れ 八 、 の 
般 し に ば 問 禅 な 
に て 述 な 評 軽 い 

精 留 べ ら 価 症 人 
神 ま た な の 者 格 
分 る 如 い 間 が に 

く、 析学 ので   。 題 神 封 
そ が 経 し 

及 は 精 れ 秘 症 て 
精 な 神 が ふ め 者 、 

宗 も た わ   教 れ り れ 
療 東 学 め て う わ 
特き に と 支 い る れ 
の 神 宗 場 る こ は 
立 経 教 か 。 と 何 
陽 光華 と ら 罪 に 等 
が そ の 下 悪 よ な 
認 の 間 さ 感 っ す 
め も で れ ほ て べ 
て の   6 機 、 き 

ビ ・ コ脚蒋 ， 

す 
惰 る 

  
が難 折半 

者 し   
待 っⅤ と ¥ 
占 示 う 

教 と 

  
黒 @ こ 
感 あ 
へ る 
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批 
半 U 
@@@ 
対 
し 
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が 
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fc 
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万本エ 
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る
と
す
る
の
が
彼
の
見
解
で
あ
る
。
 

マ
 ウ
ラ
ー
以
外
に
も
同
様
な
主
張
を
も
つ
心
理
学
者
は
多
い
。
 例
え
ば
、
シ
ョ
ウ
ベ
ン
は
、
神
経
症
も
或
は
ま
た
精
神
病
で
す
 ら
 、
疾
病
の
一
様
 

態
と
し
て
理
解
す
る
よ
り
も
、
防
衛
的
な
生
の
様
式
で
あ
る
と
 見
徴
 し
た
方
が
一
層
事
態
を
正
確
に
見
る
こ
と
に
な
ろ
 う
と
い
 ぅ
 意
見
を
述
べ
て
い
 

る
し
 
（
 
巳
 ・
Ⅰ
の
 す
 0
 
ヴ
 0
 
コ
 ぢ
 @
"
 円
 0
 
ミ
リ
 
乙
 p
O
o
 
コ
 盤
で
（
 

o
h
 

（
 
プ
の
之
 
0
 ト
ヨ
ル
 
-
 円
円
 

e
r
 

し
 
o
 コ
い
 
-
 
ヌ
ペ
 
・
 
@
 レ
 （
）
の
Ⅱ
 

@
 
亡
 
の
か
 
コ
目
り
リ
ヒ
い
 

す
 o
-
o
 

㏄
 ヨ
い
 

（
。
 び
ご
 、
ま
た
フ
ラ
ウ
 

ニ
ン
グ
も
、
神
経
症
を
病
と
見
る
の
は
環
境
条
件
を
重
視
す
る
 と
こ
ろ
か
ら
結
果
き
れ
る
見
解
で
、
若
し
人
格
の
自
由
と
責
任
 を
 認
め
る
立
場
か
ら
 

判
断
す
れ
ば
、
こ
れ
を
 罪
 と
見
る
こ
と
の
方
が
正
し
い
と
し
て
 い
る
（
 し
 ・
の
 
田
 q
0
 

ま
日
記
 

@
"
 戸
ロ
 

o
n
 

宙
 ぎ
の
 0
 （
（
 訂
卜
 （
。
 
コ
の
ぺ
ぺ
 

Ⅰ
の
わ
日
 

-
 
ヰ
 Ⅰ
。
Ⅱ
コ
ア
の
 

年
 

す
ゼ
円
プ
ハ
 

@
 日
 
Ⅲ
の
 

ぜ
 。
 
す
 。
 円
ず
 
e
 
Ⅰ
の
 
で
 の
 
け
ヰ
 
-
 
。
 吊
ツ
 

Ⅱ
 
o
c
 

の
お
・
し
目
 

0
 年
日
 
コ
の
 
）
 0
 ヰ
づ
曲
じ
ヰ
 

0
 （
 
臼
い
い
お
 
。
 づ
臼
 ・
 ま
 。
 Z
0
.
 ど
 
ぶ
 ど
 。
ナ
イ
ト
も
、
神
経
 症
の
最
も
顕
著
な
特
 

色
は
 、
 彼
ら
が
自
己
の
弱
点
・
過
失
を
容
易
に
認
め
な
が
ら
、
 そ
れ
に
よ
っ
て
更
に
本
質
的
な
弱
点
・
過
失
を
見
る
こ
と
か
ら
 眼
 を
そ
む
け
て
い
る
 

点
 に
あ
る
と
し
、
こ
の
自
己
自
身
へ
の
不
誠
実
に
罪
を
見
よ
う
 と
し
て
い
る
㊤
・
 
ト
 ・
 メ
 三
ぬ
 
ア
ニ
 
"
 
の
の
 
了
 @
 
三
田
 
ヨ
が
コ
毎
づ
 の
日
 
0
 
ず
 0
 い
 
さ
 ゆ
 @
 
Ⅱ
の
 
@
 
㏄
 @
 
い
 

0
0
 

～
（
）
 

つ
い
 
Ⅰ
 
い
由
 
Ⅱ
 0
 品
 C
 串
ぺ
 
・
 
"
 弔
俺
 
S
0
 
Ⅱ
 
ぃ
 ）
 弓
い
せ
 

。
 
す
 0
 ）
 
0
 
㏄
 せ
，
づ
 
0
-
.
 

ト
ナ
 Z
o
.
P
 
の
 ど
 。
 

も
ち
ろ
ん
此
の
よ
う
な
考
え
方
が
、
実
際
の
治
療
場
面
、
特
に
 面
接
の
テ
ク
ニ
イ
ー
ク
に
ど
の
よ
 フ
な
 影
響
 音
 持
つ
の
か
に
つ
 い
て
は
、
問
題
が
 

残
き
れ
て
い
る
。
マ
ウ
ラ
ー
は
、
ロ
ジ
ヤ
ー
ズ
の
 い
 ね
め
る
 来
 談
 者
中
心
療
法
を
批
判
し
、
そ
れ
が
フ
ロ
イ
ド
の
立
場
と
基
本
 的
に
は
何
ら
相
違
 す
 

善
 二
八
八
頁
）
。
精
神
病
友
神
経
症
を
も
含
む
問
題
領
域
 

の
 根
本
的
な
解
決
は
、
そ
れ
を
病
と
し
て
で
は
な
く
、
 

罪
 と
し
て
扱
う
こ
と
に
あ
 

の
他
、
反
社
会
的
行
動
現
象
の
説
明
に
当
っ
て
、
そ
れ
は
 社
会
全
体
が
病
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
 言
い
方
が
な
さ
れ
る
 場
 

ム
ロ
も
、
同
様
な
基
本
的
事
実
評
価
に
つ
い
て
の
誤
り
が
 
あ
り
・
疾
病
概
念
が
不
当
に
拡
大
使
用
さ
れ
て
い
る
と
 主
 張
 す
る
の
で
あ
る
（
 同
 

で
は
な
く
、
自
己
の
実
践
行
動
に
対
す
る
道
徳
的
自
己
 評
 価
の
結
果
に
体
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
・
神
経
 症
の
治
療
に
際
し
、
 

「
疾
病
」
と
い
う
判
断
形
式
に
よ
っ
て
、
一
切
の
道
徳
的
 
な
 観
念
の
導
入
を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
問
題
の
解
決
を
 根
本
的
に
不
可
能
な
ら
 

し
め
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
更
に
、
人
格
成
長
の
方
向
 を
 決
定
的
に
誤
ま
ら
し
め
る
も
の
で
す
ら
あ
る
と
考
え
 も
 れ
る
。
今
日
、
犯
罪
 そ
 

得
な
い
根
本
の
理
由
は
、
自
己
に
対
す
る
存
在
の
責
任
 き
 、
自
己
自
か
ら
の
内
に
負
お
 う
 と
し
な
い
と
こ
ろ
に
 由
 来
し
て
い
る
。
神
経
症
の
 
 
 
 
 

者
の
持
つ
罪
悪
感
は
 、
 決
し
て
、
衝
動
的
な
欲
求
 と
過
 大
 に
成
長
し
た
超
自
我
機
能
と
の
葛
藤
に
よ
る
空
虚
な
 懲
 罰
 欲
求
に
起
因
す
る
の
 

"
 
円
プ
 
㏄
の
 
ぺ
ず
ず
ぎ
弔
 

隅
斗
 び
 屯
せ
の
 
目
宙
オ
の
 

）
 
握
 @
0
 

口
・
 

"
 せ
簿
コ
之
 

。
㌔
 

・
 
0
 
こ
 。
彼
の
見
解
に
従
え
ば
、
神
経
症
者
が
そ
の
 

心
的
状
態
か
ら
脱
却
し
 8
 

 
 
ニ
三
 

，
 

 
 

  



 
 

              

神 経 症 と 罪 

る る 精 る 
。 と． 神 @  。 マ   
即 考 療 こ ウ 
ち え 法 の う   
、 て を 調 l 

精 も 求 査 の 
神 よ め に 見 解 を 療法 る人 おい 

き と 々 て 評 
払 い は ス 価   
要 ぅ 、 ウ す 
と 作 同 工 る 
す 美 様 ン 上 
る 仮 な セ で 
グ 説 社 ン 興 味 の レ｜ ハム・を土ユ @ は、 
プ て 経 若 あ 

る 調 層 l   
考 査 に の 彼   
統 に す と 子   
制 従 る こ ス 
群 え 普 ろ ウ 
と ば 通 が ェ 
比 、 人 工 ン 
較 こ よ し セ 
L.  の り ハ ン 

j 佳句こ で i （の て社会 とすれ 仮説は も・ ょ 

的 統 り ば 由 

  
す さ な な 

合 と 跡 ご つ こ ま だ だ こ 。 

が い を と た 
顕 う 犯 の 調 
著 の し た 査   
19@ (269) 
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拠 う 
@ ま ヒ 。 神 

、 l 経 
人 を 症 
間 主 が 
が 三 唱 @ 
持 す で 
つ る あ 
八 フ る 

格 性 フ ン 一； 罪 ] 囚 即ル 、 クで あ 自 

ち の る 己 
白 人 か へ 

  
申 そ 討 任 

と実 にあるの神経 するに 
存   

。 丈 マ 
精 場 ゥ 
神 で う 
分 あ l 

析学 ると 。 共 
の 彼 に 
い に 考 

ぅ 従 慮 
よ え し 

  
、 八 れ 
神 間 は 
経 の な 
症 本 ら 
が 質 な 
本 で い 
能 あ の 
約 6  @ ま 
歓 笑   
求 在 口 
に の ゴ 

支 根 テ 

    
    ・ ヰよ @. 巨 



や 、     甘 、 

  

  
  

  

  

    
  
  
    

申
 
そ
で
あ
 牝
 
現
実
に
神
経
症
は
罪
行
為
の
結
果
で
あ
 り
、
罪
 そ
の
も
の
で
あ
る
と
し
た
 て
 ウ
ラ
ー
の
立
場
と
、
 
基
本
的
に
相
通
ず
る
も
の
が
 
21 

軽 症 と 

本 は ぅ る   
存在 の中に 霊山 訳 の 
㌧ あ き 

  

  
  

    
  
  
き 宮 り 
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罪
 

実
存
分
析
は
神
経
症
を
病
と
見
る
。
し
か
し
、
 そ
 れ
は
同
時
に
、
病
者
の
中
に
す
ら
、
自
か
ら
主
体
的
に
自
 
か
ら
に
対
し
て
責
任
を
持
ち
 

な 
  
  

   
 
    め ・ アヰく   

ク
ル
著
作
集
 
七
 「
 
識
 ら
れ
ぎ
る
 神
 」
佐
野
・
木
村
 
訳
 

神
経
症
者
の
行
動
は
、
運
命
的
に
不
可
避
な
 

身
の
精
神
的
な
態
度
が
か
か
わ
っ
て
い
る
か
ら
 

り
判
断
は
、
自
己
の
現
状
 及
 そ
の
行
動
に
関
す
 

概
 す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
 

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
神
経
症
に
は
種
々
の
類
型
 

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
従
っ
て
、
神
経
症
者
が
 

か
し
、
そ
の
よ
う
な
疾
患
を
形
成
せ
し
め
た
も
 

み
 す
ず
書
房
）
。
 

罹
患
の
単
な
る
結
果
と
し
て
考
え
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
 そ
こ
に
は
必
ず
、
神
経
症
者
 自
 

で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
自
分
は
病
気
な
の
だ
。
病
気
で
 あ
る
か
ら
仕
方
が
な
い
。
」
と
い
 

る
 事
実
認
識
を
超
え
て
、
神
経
症
的
行
動
を
許
容
 し
 ・
 神
 軽
 症
的
状
態
に
あ
る
自
己
と
 妥
 

心
理
的
態
度
こ
そ
、
将
に
神
経
症
を
神
経
症
た
ら
し
め
 て
い
る
も
の
に
体
な
ら
な
い
の
で
 

が
あ
り
、
そ
の
病
態
に
は
体
質
的
な
基
礎
条
件
に
依
存
 す
る
も
の
の
あ
る
こ
と
を
否
定
す
 

そ
の
臨
床
的
な
症
候
 八
 疾
患
Ⅴ
に
対
し
て
責
任
が
あ
る
 と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
 し
 

の
が
、
外
な
ら
ぬ
神
経
症
者
自
身
の
そ
れ
に
対
す
る
 態
 度
 で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
 

  

体
が
 、
自
由
意
志
に
 よ
 る
断
念
に
外
な
ら
な
い
と
考
え
 ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
 、
 彼
の
い
う
実
存
分
析
 と
 ロ
 ゴ
テ
ラ
ピ
ー
は
 、
こ
 

 
 

の
よ
う
に
人
格
に
と
っ
て
不
可
分
な
自
由
に
対
す
る
責
任
 き
 、
人
格
と
し
て
の
個
々
人
に
意
識
化
さ
せ
る
こ
と
を
 目
指
し
て
い
る
プ
ラ
ン
 

サ
刊
 

坤
 
臣
 
Ⅰ
 
 
 
 
 

  

配
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
と
し
て
も
、
人
格
に
本
来
 的
な
自
由
は
決
し
て
失
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ひ
 何
 故
 な
ら
、
そ
こ
に
は
な
 

 
 

お
、
 自
か
ら
を
本
能
の
駈
り
立
て
る
ま
ま
に
任
せ
て
い
る
 自
己
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
・
自
由
の
活
用
を
 断
念
し
て
い
る
こ
と
 自
 

蝸
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人 お す ぁ 
聞 い か ろ 

要点 こ 精で 、 一   
ぃ そ 任 結 

はれるがこ ら 白 しし圧箱 合だ を こ し る 
かなこ 説 とれ 己 かたき山でと 想、 の た て 

、 神 の 

読 解 き   く に 示 



 
 

筆
者
が
こ
の
小
論
で
試
み
よ
う
と
し
た
の
は
、
不
安
心
 情
 、
特
に
罪
悪
感
を
主
兆
候
と
す
る
神
経
症
が
、
心
理
学
 ・
精
神
治
療
学
友
 医
 

学
の
立
場
か
ら
、
従
来
は
疾
病
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
 包
括
さ
れ
る
異
常
状
態
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
来
て
お
り
、
 か
つ
、
そ
の
こ
と
に
 基
 

本
 的
な
疑
問
を
持
た
な
い
ま
ま
に
放
置
せ
ら
れ
て
い
る
 の
だ
が
、
心
理
学
そ
の
も
の
の
理
論
的
展
開
と
並
行
し
て
 、
宗
教
の
立
場
か
ら
 考
 

察
し
た
場
合
に
 、
 果
し
て
こ
れ
に
は
何
ら
の
本
部
ム
ロ
も
 
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
単
純
な
疑
問
を
追
求
し
て
 み
よ
う
と
す
る
こ
と
で
 

あ
っ
た
。
そ
れ
は
更
に
包
括
的
な
立
場
か
ら
表
現
す
る
 な
ら
、
宗
教
が
世
俗
的
な
心
理
学
に
よ
る
人
間
理
解
と
、
 如
何
な
る
か
か
わ
り
の
 

在
り
方
を
持
ち
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
い
に
 対
す
る
解
答
の
試
み
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
特
に
 カ
 ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の
 

如
き
臨
床
的
な
問
題
場
面
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
 疑
問
が
 、
 避
け
る
こ
と
の
出
来
な
い
切
実
緊
急
の
課
題
と
 し
て
、
我
々
の
前
に
提
 

示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

こ
こ
で
は
・
臨
床
的
な
問
題
処
理
の
方
法
に
つ
い
て
論
 ず
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
寧
ろ
神
経
症
に
つ
い
て
の
 墓
 本
 的
な
事
実
判
断
 

と
 、
そ
の
評
価
が
当
面
の
中
心
的
関
心
事
な
の
で
あ
る
。
 そ
う
し
て
、
宗
教
が
神
経
症
を
罪
と
見
る
こ
と
の
意
味
 と
そ
の
理
由
が
 、
 主
と
 

し
て
 て
 ウ
ラ
ー
の
精
神
分
析
 学
 批
判
を
手
掛
り
と
し
て
 検
 記
 さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 

罪
 

マ
ウ
ラ
ー
は
精
神
医
学
者
で
あ
り
、
神
学
者
で
 は
な
い
。
彼
の
発
言
、
 或
は
 問
題
の
提
起
は
、
す
べ
て
 心
 理
学
の
次
元
に
お
い
て
な
さ
 

と
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
。
神
経
症
が
病
で
は
 
な
く
罪
で
あ
る
と
い
う
命
題
に
は
、
ど
う
し
て
も
神
学
的
 臭
気
の
あ
る
こ
と
を
否
定
す
 

症
 
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
と
い
う
立
場
も
あ
り
う
る
 で
あ
ろ
 ，
フ
 
（
 
し
 ・
Ⅰ
の
 

毛
ず
 -
 
。
 
し
 0
 弓
の
鵜
 
す
 0
-
0
 

ぬ
ゼ
曲
コ
年
円
 

す
の
 
0
-
0
 

簿
 い
つ
 
の
 
ド
 
戸
叶
 
甘
 り
の
が
日
の
 

ヴ
笘
コ
 

の
ロ
 
ハ
 
の
の
 
づ
ヒ
 ）
 
 
 

経
円
訂
目
 0
 
目
 コ
田
 

o
h
 

宮
井
 

0
 
～
巴
の
 
ド
 
（
の
。
 

づ
 0
 デ
パ
く
 
目
、
 
之
 0
 
ダ
ぷ
さ
 。
事
実
、
多
く
の
宗
教
が
 、
 特
に
キ
リ
ス
ト
教
の
 如
く
、
人
間
が
そ
の
本
性
に
（
 

神
 
お
い
て
罪
を
脊
負
っ
て
い
る
と
す
る
立
場
の
宗
教
 が
、
 病
を
罪
の
結
果
で
あ
る
と
す
る
信
仰
的
・
神
学
的
判
 断
を
下
し
て
い
る
の
で
あ
㌍
 

五
 、
問
題
の
位
置
づ
け
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格 神 

  

つ む 

  
病 神 的 価   
態 経 態 的 そ 
を 症 度   
的 将 関   
詞 人 で 

神 

述 格 は 
し の あ 
よ 玉 り 
ぅ 体 得 
と 性 な 

特 限 ぃ する 喪失、 。 
り 且 Ⅰ @ こ 
に ち ，む 

お 価 因   
、 熊 或   
こ れの 度は 精 
を 不 祥 
疾 確 固 
病 定 ， 睦 

的 い む ン の 

、 性 疾 
即 に 恵 
ち 基 と 

まま 次元に 心 るのは ことが ・加藤 

常 づ し 
お 、 如 訳 理   態 く て 

学   
な 人 の を あ て な あ な 当 よ   問 よ 危 会沢 

てガ 4) 24 
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神
 

罪
 

と
 

症
 

経
 

  
          " 円 @                                                             ぶ 「 こ ・ d 吋ニ Ⅰ よ ， q 力 ㌔ 旦 田村Ⅰ       

ら
ざ
る
も
の
と
す
る
こ
と
に
、
さ
し
た
る
問
題
は
な
い
。
 し
か
し
、
治
療
的
場
面
に
、
こ
の
よ
う
な
静
態
的
 没
価
 値
的
 認
識
が
そ
の
ま
ま
 

に
 適
用
さ
れ
る
こ
と
は
・
 

反
 価
値
的
態
度
と
い
う
価
値
 的
 態
度
の
強
要
を
意
味
す
る
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
で
 あ
ろ
う
。
治
療
者
が
特
 

定
の
価
値
を
指
示
的
に
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、
被
治
 陳
 者
自
身
の
主
体
的
な
決
断
に
そ
れ
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
あ
 る
こ
と
を
前
提
と
す
る
 

場
合
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ほ
既
に
治
療
者
に
よ
る
価
値
 的
 態
度
の
導
入
を
意
味
し
て
お
り
、
疾
病
を
疾
病
と
い
う
 概
念
が
示
す
客
観
性
に
 

お
い
て
処
理
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
 っ
て
い
る
。
疾
病
は
疾
病
で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
す
で
に
 否
定
的
価
値
を
荷
っ
て
 

お
り
、
宗
教
は
こ
れ
を
 罪
 と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

人
間
の
存
在
を
、
そ
の
全
体
性
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
が
要
求
 き
れ
る
精
神
治
療
的
臨
床
場
面
で
は
、
既
述
の
如
く
、
価
値
的
 態
度
の
導
入
を
拒
 

否
 す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
宗
教
と
心
理
学
の
出
ム
ロ
 
い
 は
 必
至
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
興
味
あ
る
こ
と
は
 、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
 

い
て
展
開
し
た
フ
ラ
ン
ク
ル
に
よ
る
実
存
分
析
も
、
ボ
ス
に
 よ
 る
 現
存
在
分
析
も
 、
 共
に
精
神
分
析
学
の
流
れ
を
受
け
な
が
ら
 、
こ
の
よ
う
な
問
題
 

領
域
へ
の
明
確
な
自
覚
を
示
し
て
来
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
 あ
る
。
ボ
ス
の
「
精
神
分
析
と
現
存
在
分
析
論
」
の
訳
者
（
 
笠
原
，
三
一
 色
は
 

ャ
 

、
 

「
古
沢
平
作
博
士
は
か
っ
て
、
神
経
症
を
た
だ
治
す
と
い
う
だ
け
 な
ら
新
興
宗
教
の
方
が
よ
く
治
る
、
神
経
症
は
治
ら
な
く
て
も
 よ
い
場
合
が
あ
る
 

と
 言
わ
れ
た
と
い
う
が
、
分
析
療
法
の
構
造
の
な
か
に
は
、
 そ
 の
よ
う
に
治
癒
と
い
う
目
的
を
こ
え
た
、
よ
り
高
い
志
向
が
含
 ま
れ
て
い
る
と
 @
 え
 

よ
 う
 。
」
と
述
べ
て
い
る
（
周
書
「
訳
者
あ
と
が
き
」
・
 
二
 0
 九
 頁
 ㍉
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
 
新
 フ
ロ
イ
ド
派
、
及
び
人
格
心
理
 学
の
分
野
に
属
す
る
 

人
々
の
中
に
も
、
同
様
な
傾
向
が
見
出
せ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
 れ
て
い
る
。
 

神
経
症
を
罪
と
す
る
認
識
・
判
断
は
 、
 罪
の
概
念
規
定
 に
か
か
わ
る
問
題
と
併
せ
て
、
各
宗
教
が
 、
 夫
々
の
神
学
 的
な
立
場
か
ら
、
 
独
 

白
の
実
践
神
学
的
な
理
論
展
開
を
な
し
う
る
し
、
ま
た
 そ
の
こ
と
ほ
当
然
要
請
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
宗
教
的
 カ
 ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
如
き
 

臨
床
場
面
に
お
い
て
は
、
 

繊
悔
 ・
 贈
罪
 ，
祈
り
・
救
済
 
・
解
脱
，
開
悟
・
 
被
 
・
む
す
び
等
と
い
っ
た
実
践
的
課
題
 と
の
関
係
を
究
明
 す
 る
 

こ
と
も
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ほ
、
英
米
 法
 に
お
け
る
マ
ッ
ク
ノ
ー
ト
ン
 法
 
（
田
の
口
。
 争
的
 ぎ
の
 コ
 オ
田
 9
 ）
が
も
た
ら
 
   
  
 

 
 
 
 

し
た
論
議
と
同
種
の
課
題
を
・
宗
教
心
理
学
の
分
野
に
提
 起
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
ほ
な
い
だ
 ろ
う
か
。
 

2
5
 

（
三
九
・
 
ハ
 ・
二
五
）
 

  



  

 
 

  

          

ハりバドラ の仏身論 

ョ べ や 客 思。 紀 

  
想 、 居、 ぎ は 

中 あ の 
観 る 平台 

と 。 Ⅱ 丁 
称 な に 

捉 に れ ら し 

え お る 一 た 
よ い 居 、 方 人 

  想 、 @=  で 

た 説 毛見いる わて。 T ） 
の を 
に 依 れ " 中の " こ 
令 月 他 観 時 
流 し 万 派 代 
せ     
ず そ にと お 楡大 へ 
し し   ぃ 伽 約 
て て 

  0. 楡 下 て、 ・ 行派 と 
非 義 伽 の 八     都 市 世 
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丁
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ハ
ド
ラ
の
仏
身
論
 

ノ
 
l
 
・
 

  

天
野
宏
央
 



a
"
@
-
@
 

 
 ちなみに

Ⅲ
の
当
該
個
所
を
み
る
と
、
次
の
こ
と
く
 説
 か
れ
て
い
る
。
 

「
須
菩
提
 
よ
、
 夢
の
如
く
実
体
を
有
せ
ず
無
実
体
を
自
性
と
し
、
 

宮
相
上
空
で
あ
り
、
一
切
 
種
 清
浄
と
な
っ
た
所
の
、
か
の
一
切
 
の
 無
漏
法
の
自
性
 

は
 、
 一
相
 に
し
て
無
相
で
あ
る
。
そ
れ
 
雀
ゅ
漏
 
法
の
自
性
）
が
 
如
来
阿
羅
漢
等
正
覚
で
あ
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。
須
菩
提
 

よ
 、
菩
薩
摩
 詞
薩
 は
か
 

マ丁ア """ ナ 

従
っ
て
、
こ
の
四
部
の
各
々
に
つ
い
て
、
そ
の
仏
身
論
 を
 考
察
す
べ
き
で
あ
る
が
、
Ⅲ
と
㈲
に
 は
 彼
の
特
色
あ
る
 仏
身
論
は
述
べ
ら
れ
 

て
い
な
い
。
 

    
  

論
 

本
 

東
北
目
録
に
よ
る
と
、
五
部
の
書
が
 ハ
サ
 バ
 ト
ラ
 に
 帰
 せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
、
当
面
の
問
題
で
あ
る
仏
身
論
 に
 言
及
す
る
の
ほ
 次
 

（
 
7
 ）
 

の
 四
部
で
あ
る
。
 

㈲
般
若
波
羅
蜜
多
二
万
五
千
 頚
 
（
 
之
 0
.
 
び
ま
 
=
 

㈲
般
若
波
羅
蜜
多
八
千
 頗
 解
説
・
 現
観
 荘
厳
明
（
 z
 。
 乙
 べ
の
 
）
 
-
 以
下
本
書
を
「
大
話
 ロ
と
 称
す
）
 

㈲
薄
伽
梵
功
徳
 宝
集
頚
 難
語
釈
（
 之
 0
.
 
ミ
篤
 ）
 

㈲
般
若
波
羅
蜜
多
 優
 破
堤
金
輪
親
親
荘
厳
と
名
づ
く
る
 註
 
（
 
Z
c
.
 
ピ
聾
 
以
下
本
書
を
「
小
誌
 ヒ
と
 称
す
）
 

                                          "" Ⅰ 。   

い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
管
見
に
よ
れ
 

ば
、
彼
 
の
 
仏
身
論
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
点
が
あ
り
、
イ
ン
ド
仏
教
 

史
上
注
目
す
 

べ
 き
も
の
 

を
 有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 

 
 

挙 来 
げ   ハ の   
そ バ 統 
れ ド の 
が う ま 
六口 の ま   
る も 勝 
構 ま 義   
も 上 諭   
か ご の 

つ と 畢 
如 き 寛 
何 時 空 
な 徴 無 
る な で 
点 備 あ 
に え る 

楡 肋口 てこ いと 
行 る を 
中 と 主 

観思張貧 （ わヒ ） 
自 れ す   
ころ 脈 的 本 
な 論 に 

侍 立 ち 
徴 に る 
が め 、 

現 ⅤⅠ と 

わ て 考 
れ は え 
て 持 ち 
い に れ 

る 役 て 
か の い 

尊 体 る 

身論 問 の 
題 さ 
に と 
つ り 
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甘   Ⅰ 

    

ハリバ ふうの仏身論 

以
下
 
参
巴
と
 同
一
で
あ
る
。
但
し
こ
の
場
合
、
法
身
 
の
 語
は
三
身
の
綜
括
的
名
称
で
、
 

楡
 他
行
 旅
 に
お
け
る
 如
 く
 自
性
身
の
異
名
と
し
 

て
は
 用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
 

（
 q
.
 
）
 

さ
て
、
問
題
は
㈲
と
㈲
で
あ
る
。
こ
の
 雨
 註
釈
書
の
中
 に
 特
異
な
四
具
 説
 が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
、
 

，
 」
の
 雨
 註
釈
 書
 、
就
中
 

（
 
円
 ）
 

後
者
の
「
小
誌
已
に
基
づ
い
て
論
述
を
進
め
て
ゆ
こ
 う
  
 

「
小
詰
」
は
正
式
の
標
題
が
示
す
ご
と
く
「
親
親
荘
厳
論
 
碩
 」
の
註
釈
 書
 で
あ
る
。
従
っ
て
 一
 論
の
構
成
が
コ
論
 頚
 L
 
の
そ
れ
に
副
っ
て
 

い
る
こ
と
ほ
云
 
う
 ま
で
Ⅰ
も
な
い
。
「
 込
珊
頗
 」
に
よ
る
と
、
 
全
八
章
 は
 
「
 境
 乱
ゆ
 り
せ
曲
 
」
、
「
 行
笘
 の
ぜ
 
0
 ぬ
斡
 
」
、
「
果
で
 ア
 曲
宙
 」
に
三
分
さ
れ
る
。
 

（
：
，
レ
 

ー
，
 

即
ち
第
一
 
｜
 第
三
章
が
「
 境
 」
に
、
第
四
 ｜
 第
セ
章
が
 「
 行
 」
に
・
そ
し
て
第
八
章
が
「
 果
 」
に
配
当
さ
れ
る
。
 

一
輪
を
こ
の
よ
う
に
）
 

   
 

境
 、
行
、
果
と
組
織
的
体
系
的
に
構
成
し
て
い
る
点
は
 

た
と
え
ば
無
着
の
摂
大
乗
論
と
軌
を
一
 こ
す
る
。
（
 

@
 

i
 
 

2
 レ
 
そ
 し
て
ま
た
「
論
 頚
 」
が
の
 
 
 
 
 

「
 果
 」
に
お
い
て
仏
身
を
論
じ
、
か
っ
 、
 

と
 。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
自
性
 身
 、
受
用
身
・
変
化
身
 の
 三
身
 説
 で
、
大
乗
荘
厳
経
論
等
に
説
か
れ
る
 楡
 他
行
 派
 の
そ
れ
（
本
論
三
五
頁
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八
 自
性
 身
と
 、
 有
 受
用
（
の
 
キ
 約
日
 ヴ
ア
 
o
g
a
 

）
の
 

穿
 と
 、
同
 様
に
他
は
変
化
身
と
、
有
事
業
（
雀
荘
 簿
ぎ
 じ
の
法
身
 と
で
、
四
種
で
あ
 

（
「
 

l
,
 

3
 
）
 

る
 、
と
説
か
れ
る
。
Ⅴ
 

と
 、
四
種
の
名
称
（
即
ち
自
性
 身
 ・
受
用
身
・
変
化
身
 ・
法
身
）
を
用
い
て
い
る
点
も
摂
大
乗
論
等
と
同
様
で
あ
 る
 。
た
だ
摂
大
乗
論
等
 

は
 自
性
 穿
 と
法
身
と
を
同
義
異
名
と
解
す
る
。
従
っ
て
 、
 自
性
 身
 と
法
身
と
を
同
一
と
み
る
か
別
異
と
み
る
か
に
 よ
っ
て
、
三
身
 説
ど
四
 

身
説
 と
に
見
解
が
分
れ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
 

ハ
リ
バ
ド
ラ
 は
、
第
八
章
の
註
釈
の
冒
頭
に
 、
 

「
一
刹
那
親
等
覚
を
修
習
し
た
も
の
は
、
第
二
刹
那
に
 法
 身
を
現
等
覚
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
（
法
身
）
は
自
性
 身
 等
の
差
別
に
よ
っ
 

（
 
4
.
 

l
 ）
 

て
 四
種
で
あ
る
。
」
 

と
い
う
。
こ
れ
で
み
る
と
、
彼
は
法
身
の
語
を
綜
括
的
 と
 個
別
的
と
の
二
様
に
用
い
て
い
る
。
即
ち
前
者
 は
 第
八
 章
の
標
題
「
法
身
魂
 等
 

覚
 」
（
 
笘
ず
 
代
目
 麓
ォ
ぜ
甲
 
洋
三
さ
 呂
す
 
0
 ら
ず
 
斡
 ）
に
用
い
ら
れ
 6
 場
合
で
あ
り
、
後
者
 は
 四
種
に
類
別
さ
れ
た
中
の
そ
れ
 で
あ
る
。
法
身
の
語
を
 

こ
の
よ
う
に
二
様
に
用
い
る
例
は
成
唯
識
論
に
見
出
す
 ナ
 
）
と
三
で
き
る
。
 

力
 

（
 
l
 
 

，
 ）
 そ
の
点
は
と
も
か
く
と
し
て
・
彼
は
 、
 
こ
の
冒
頭
の
言
葉
に
お
 

い
て
、
自
性
 身
 と
法
身
と
を
 別
 立
し
た
 四
身
 説
を
主
張
し
 て
い
る
。
と
す
れ
 ば
 、
こ
こ
に
一
 つ
 問
題
が
起
る
。
 な
 ぜ
な
ら
、
彼
は
「
親
親
 

荘
厳
論
 頚
 」
の
仏
身
論
を
三
身
 説
 （
即
ち
著
作
Ⅲ
と
㈹
）
 
と
四
身
説
 （
著
作
㈲
と
㈲
）
と
の
二
様
に
解
釈
し
て
い
る
 こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
 

る
 。
何
故
、
こ
の
よ
う
な
異
な
る
二
説
を
な
す
に
至
っ
 た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ハ
リ
 バ
 ド
ラ
自
身
の
思
想
上
の
変
化
 に
よ
る
も
の
か
、
そ
れ
 

と
も
三
身
説
を
説
く
田
及
び
㈹
の
著
者
に
問
題
が
あ
る
 の
、
、
カ
 
目
下
何
れ
と
も
決
定
し
難
 
（
 
6
 
1
 
 

レ
 
㎏
 。
 た
だ
 四
身
説
が
ハ
 リ
バ
ド
ラ
 の
 創
説
 で
あ
 

る
こ
と
は
イ
ン
ド
に
お
い
て
も
承
認
さ
れ
て
い
た
よ
 う
 で
あ
る
。
即
ち
 、
レ
す
ァ
せ
卸
 

打
銭
 曲
再
仁
 

コ
簿
は
「
そ
の
建
立
 ヘ
 
即
ち
法
身
を
自
性
 身
ょ
 

（
 
リ
 
l
,
 

7
 
）
 

り
別
立
 す
る
こ
と
）
は
、
ハ
リ
 バ
ド
ラ
 の
懇
意
（
（
の
中
年
 

す
の
 
卜
 ）
に
よ
る
も
の
で
、
 遮
 遣
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
 述
 へ
て
い
る
。
も
っ
と
も
 

彼
の
言
に
よ
る
と
、
 四
身
 説
は
必
ず
し
も
一
般
的
に
は
 承
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
。
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を本 
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上 H- の曲軸 づ岸 （ぜ の ・ コ Ⅰ パの 

て 
の   
特 口目 汁   （ ワ 目 が あ に と 質 =1 

質 ） ㌧ /@ へ 

と 仁 Ⅱ   註 

す のせ 0 Ⅱ ぜ のののの 目     そ て リ る &-, 

る 
の Ⅹ 

  
の 

第 

円 ） -. P 目の Ⅱ で の の Ⅱ 中 八 
が 

臣 @ " ョ 早 
牟 ぬ 目 か の 
尼   ひ （ がヰ C Ⅱ 笘コ e "   
の 釈 尼 プ 宙 由 Ⅱ 記述 

白目     仁の 

。 性 /n¥ - ト 片すの ）   身 O の   小生 
を中 

l 亡 @ 
で 

Ⅰ ノ Ⅰ '@ と 努蕊患詔   し 
円 " 臣 @ 

」   
O Ⅱ   そ   の 
つい を 述 偶 叙   い せ 0 挙げ 館 。へら アト ア 、 L 

寸 い 旧 -     
こデ 

の 
円ア ず 、 れ 駅 川原 

仁ヰ （㏄） o 曲ゼ目 オ @ . そ る に 
し 渋 っ 

序 

  @@ し 
  

ニ し 
て 易 い 

ト ト占 
し 

ヰ ト   そ と て た し 
  ね め は が 

" イく の ら 関 問   
と 腐さ 是貢 て 
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四
身
各
説
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「
（
自
性
身
は
）
・
六
出
世
間
道
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
が
、
 

し
か
し
作
ら
れ
る
の
で
は
な
い
（
で
Ⅱ
川
ロ
 

せ
曲
 
（
の
 
n
p
 ヰ
屈
軒
 
ぞ
が
宙
 
）
Ⅴ
と
い
，
 

ヮ
 

不
作
（
 
簿
蚕
 
（
～
 

@
 じ
の
義
に
よ
り
、
 幻
と
 等
し
い
不
二
の
 
智
 で
も
っ
て
一
切
法
を
行
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
 

証
 得
せ
 ら
れ
る
。
 

（
 
し
 
ぉ
 
）
 

と
 。
こ
れ
で
み
る
と
、
自
性
 
身
は
 不
作
な
る
も
の
と
し
 
て
 、
出
世
間
道
に
よ
っ
て
た
だ
 
証
 得
せ
ら
れ
る
の
み
で
あ
 
っ
て
。
生
ぜ
し
め
ら
れ
 

翻
，
 

"
 
す
る
。
 

こ
の
よ
う
に
理
を
意
味
す
る
自
性
身
の
性
格
に
つ
い
て
、
 ハ
リ
バ
ド
ラ
 は
更
に
次
の
如
く
註
釈
す
る
。
 

@w@";...@@-@@  -.-'. -f-r'1-'.--  @  -.@  .  @  @v-T.i@;"'-.  ,..@  .    .@@.,i.w?"1'@1.'*'@ @" @ >*.-.>; 
; 窩 

  。     案 
  
  

  

関 と 
葺義 を三れてのさ 銭こし漏 等   次 

@     

性 ハ つ 
従 い の 

  

ド   
  

と （ マ 
  
(@ 
三 %@ 

己屯 

む 
  
き 

る 空壬 ， 、 、 、   
で 

0 。 を も あ あ 
ろ 

フ 。   
な   
お第 

  

第 。   

八一喝 

  
導 こ 垢 

と め る が   、 し な 
の内 

自 の 客 
性 合 壁 く、 を意て第 捨 ，宙 ゅ そし を意 的 

味 一 宮 て 味 無 
身 処 的 

連 で 等 i 生 
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無
漏
法
１
１
但
し
 道
種
智
と
 一
切
智
性
を
除
く
二
十
一
 
種
 １
１
 が
 列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
六
偶
の
末
尾
は
 

 
 
 
 

「
以
上
が
法
身
と
云
わ
 

リバ ドラク 

 
 

法
身
が
説
か
れ
る
。
」
 

と
 述
べ
、
 
五
 偶
を
引
用
し
て
註
釈
す
る
。
ま
ず
第
二
 1
 第
 大
喝
を
み
る
と
、
そ
こ
に
は
前
記
㈲
二
万
五
千
 項
 に
述
 
へ
る
と
こ
ろ
と
同
一
の
 

(2 ㏄ ) 

論
 

次
に
、
第
二
 1
 第
六
喝
の
前
文
に
 、
 

身
 
仏
 

「
か
く
の
ご
と
く
第
一
身
（
自
性
 
身
 ）
を
示
し
て
、
次
に
無
 
戯
論
の
智
を
本
質
と
す
る
、
無
漏
の
念
 処
等
 （
の
諸
法
）
 か
ら
成
る
第
二
の
 

 
 

ナナ         

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

と
 、
ま
た
実
性
 論
に
 、
 

凡
書
 浄
 な
目
性
 身
盆
 ゼ
リ
す
ぎ
 

守
 建
ヴ
 

か
ら
、
ま
た
功
徳
宝
の
所
依
で
 

（
。
）
 

と
説
か
れ
て
い
る
。
 

以
上
が
、
ハ
リ
 バ
ド
ラ
 の
説
く
自
 

い
ら
表
現
或
は
解
釈
の
仕
方
が
 、
著
 

椿
庭
 論
 の
 文
 
「
一
切
の
無
漏
法
は
 

等
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
 

㈲
法
身
（
 巴
ァ
 
P
H
 
日
 ㌻
 ぜ
曲
 ）
 

 
 

 
 

客
せ
曲
甘
 ）
は
 宝
 像
の
如
し
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。
本
性
（
 笘
 ゅ
才
 
ロ
む
 は
不
作
父
オ
 サ
 （
～
 
ぎ
曲
 （
 
v
 も
で
あ
る
 

（
 亡
 
Ⅰ
 
e
 
乙
 

）
 

あ
る
か
ら
、
で
あ
る
。
Ⅴ
 
-
 一
五
一
駅
 偶
 、
傍
点
は
筆
者
 -
 

性
 身
の
性
格
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
場
合
、
八
食
 処
等
 の
 虹
 か
 漏
の
諸
法
の
本
性
が
自
性
 身
 で
あ
る
 ノ
と
 

作
 ㈲
に
引
用
さ
れ
る
般
若
経
の
文
「
一
切
の
無
漏
法
の
 自
性
は
 一
相
 に
し
て
無
相
で
あ
る
」
 
や
、
大
 

皆
無
相
と
名
づ
く
。
…
…
諸
仏
の
法
 は
 …
・
・
・
 

皆
如
 ・
 法
 性
 ・
実
相
に
入
る
」
 

-
 
大
正
二
五
、
ニ
セ
 
四
 上
 -
 

次
の
法
身
の
定
義
と
関
連
し
て
特
に
注
目
す
べ
き
で
あ
 る
 。
 

  

る
の
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
出
世
間
道
（
即
ち
不
一
 

一
の
 智
 ）
は
自
性
身
を
証
得
す
る
因
で
あ
る
が
、
生
ぜ
し
 め
る
因
で
 

（
 簗
 ）
 

自
性
身
の
性
格
を
、
こ
の
 ょ
う
 な
意
味
に
解
す
る
例
は
 摂
大
乗
論
釈
及
び
金
剛
般
若
経
論
 釈
 等
に
見
出
し
う
る
。
 
就
中
、
 

作
 な
る
も
の
と
定
義
す
る
例
は
、
摂
大
乗
論
無
性
 釈
及
 び
 空
性
 論
 等
に
存
す
る
。
即
ち
無
性
状
 に
 

  

（
 刀
 ）
 

「
自
性
具
申
、
非
板
前
立
故
老
自
性
、
 

是
 所
依
正
改
名
馬
 身
こ
 
（
大
正
三
一
、
四
三
六
上
、
傍
点
は
筆
者
。
）
 

は
な
い
。
 

自
性
身
を
不
 

  



『 下   """ 。 "" 

「 

仏 （ @ 
地 
tz: 
p ま 
） 
出 
世 
苛 昂 
の 

無漏 

の 
諸 

法 
の 

み 
（ 
が 

あ 
る 
） 
と 

許 
容 

し 

て 

そ 
れ 
ら 
（ 
無 
漏 
  
諸 

法 ） 
  
本 
性、 

即 
ち 
無 
生 
ヰ生 

（ 
曲目 

ト ツヰ 
づ 

倖 ・ 曲 
の目 

曲 @ ） 

リ " 。 d ス F   ィ @ @ "       

る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
自
性
 

身
 即
ち
法
身
 

と
 
み
る
三
身
 

説
 に
立
っ
も
の
で
あ
る
。
 

  

 
 

 
 

く
あ
る
。
 

  

 
 

 
 

 
 

ッ
 ソ
ン
・
 

ウ
 ル
セ
ル
等
の
ご
と
く
に
、
第
一
褐
を
解
す
 

る
な
ら
ば
、
第
二
 

1
 
第
六
褐
は
第
一
褐
の
補
足
的
数
行
 

的
な
説
明
と
な
り
、
両
者
 

れ
る
し
（
 

ぎ
隼
テ
 

昔
日
 
苧
卍
 
0
,
 

サ
ナ
胡
テ
 

Ⅱ
 
セ
 
山
ト
 
）
（
 

@
 
い
 
1
 
）
と
結
ぼ
れ
 

て
い
る
。
 

綴
 

そ
こ
で
は
じ
め
に
、
第
一
偏
 

と
 、
こ
の
第
二
一
第
六
 

%
 と
の
内
的
連
関
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
 

 
 

 
 

ほ
 つ
い
て
二
様
の
見
解
が
可
能
で
あ
る
か
ら
。
即
ち
 

ハ
 
リ
バ
ド
ラ
 

の
ご
と
く
、
前
者
は
自
性
身
を
、
後
者
は
法
身
 

を
そ
れ
ぞ
れ
説
く
も
の
 

と
 二
分
す
る
か
、
そ
れ
と
も
「
以
上
が
法
身
と
云
わ
れ
 

る
 」
の
「
以
上
」
の
内
容
に
第
一
喝
を
も
含
ま
し
め
て
、
 

両
者
を
綜
括
的
一
体
的
 

に
み
る
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
 

四
身
 
説
 と
三
身
 

説
 と
に
見
解
が
分
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
 

る
 。
た
と
え
ば
前
記
 

マ
 

の
 主
語
即
ち
自
性
具
と
法
身
と
が
同
義
異
名
と
な
る
で
あ
 

ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
宇
井
博
士
は
次
の
ご
と
く
 

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

即
 

ち
 「
チ
ベ
ッ
ト
伝
で
は
人
の
一
の
、
無
漏
の
諸
法
の
一
切
 

種
の
清
浄
に
達
し
た
の
を
自
性
の
相
と
な
す
の
が
牟
尼
 

の
 
自
性
 
身
 で
あ
る
、
 

と
 

い
う
に
対
し
て
、
右
の
功
徳
の
相
応
を
以
て
 

智
 法
身
（
）
 

口
ゆ
巳
と
ぎ
 

Ⅱ
 
日
 
P
 
村
ミ
欝
 

）
と
し
て
、
法
身
と
会
っ
て
見
る
 

か
の
如
く
説
い
て
居
る
 

が
 、
第
六
個
に
は
以
上
が
法
身
と
い
わ
れ
る
、
と
あ
る
 

か
ら
・
二
つ
に
分
 

つ
 
べ
き
で
ほ
な
く
し
て
、
結
局
、
自
性
 

身
 が
即
 
ち
 法
身
と
称
せ
 

ら
れ
る
に
体
な
ら
な
い
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
こ
れ
 

は
 即
ち
、
法
身
が
此
の
論
で
は
理
智
不
二
の
法
身
で
、
 

決
 し
て
理
法
身
の
み
で
な
 

 
 

か
な
よ
 

う
 に
、
宇
井
博
士
は
、
第
一
偏
 

と
 第
二
。
第
六
 

褐
 と
を
会
っ
て
み
る
べ
 

き
で
な
く
・
両
者
を
併
せ
て
自
性
 

身
 即
ち
法
身
、
換
 

舌
ロ
 

す
れ
ば
理
智
不
二
の
法
身
な
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
、
 

と
 
見
る
べ
き
だ
と
せ
ら
れ
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を
 特
質
と
す
る
も
の
が
、
即
ち
自
性
具
で
あ
る
。
そ
し
 

て
ま
さ
し
く
そ
れ
（
自
性
 

身
 ）
が
法
性
身
（
 

倖
ず
 
曲
目
 
曲
 
（
 
ゅ
オ
ぜ
 
の
 
）
で
あ
 ヱ
 
Ⅰ
（
 
ふ
叱
 

ら
 、
そ
 

れ
が
 ）
 宙
 と
い
う
接
尾
辞
を
省
略
し
て
法
身
 
宋
ォ
き
ヨ
 
牛
沖
下
 
）
と
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
、
と
（
か
よ
う
に
他
の
 

人
達
は
）
解
説
し
て
、
 

更
に
八
そ
れ
ら
（
無
漏
の
諸
法
）
の
本
性
を
特
質
と
す
る
 

も
の
が
法
身
で
あ
る
、
そ
の
無
漏
の
諸
法
と
は
何
で
あ
る
 

か
 Ⅴ
と
云
え
ば
、
 
菩
 

（
 
紹
 ）
 

提
分
 云
々
等
の
褐
（
即
ち
第
二
・
・
・
第
六
個
）
を
提
唱
す
 

る
の
で
あ
る
。
」
 

と
 。
こ
の
 有
訪
 は
 、
 要
す
る
に
第
六
褐
の
末
尾
に
云
 
う
 法
身
は
法
性
身
の
省
略
 
形
 、
従
っ
て
自
性
 
身
 と
同
義
語
で
 
あ
る
と
解
し
、
第
二
 
i
 

第
六
褐
を
第
一
褐
の
補
足
的
説
明
と
み
な
す
も
の
で
あ
 

る
 。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
自
性
 
身
 即
ち
法
身
と
い
う
見
解
 
は
 、
弥
勒
の
創
 
説
 と
さ
 

れ
る
 楡
 加
行
派
の
仏
身
論
と
も
（
 

鯛
 
）
一
致
し
て
い
る
。
即
ち
 
大
乗
荘
厳
経
論
菩
提
 
品
に
、
 

「
自
性
具
八
の
く
洋
ア
芋
汁
 

が
オ
リ
セ
曲
 

）
と
、
受
用
身
（
約
日
 
す
プ
 
0
 
雙
が
 去
 。
）
と
、
他
の
変
化
身
 
9
 曲
ギ
日
 
ぎ
守
 P
 
井
 。
）
 
と
が
、
実
に
諸
仏
の
 

身
の
差
別
で
あ
る
。
そ
し
て
第
一
（
 

身
 ）
は
（
他
の
）
 
二
 （
 
身
 ）
の
所
依
で
あ
る
。
（
第
六
十
 

褐
 ）
 

（
㏄
 
り
 

諸
仏
に
は
三
種
の
身
が
あ
る
。
自
性
（
 

身
 ）
は
法
身
で
転
 
依
 （
 
ゆ
の
 

H
p
 
せ
 が
せ
 
p
q
w
4
%
 

（
（
 

ト
 
）
を
特
質
と
す
る
。
」
 

と
、
 説
か
れ
る
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
（
 

巴
 そ
し
て
こ
の
 
自
 性
具
即
ち
法
身
が
理
智
不
二
の
法
身
を
意
味
す
る
こ
と
は
 

、
摂
大
乗
論
世
親
親
 

（
真
諦
 
訳
 ）
に
次
の
ご
と
く
明
確
に
説
か
れ
て
い
る
。
 

「
輪
目
、
北
中
自
性
見
者
、
 是
 諸
如
来
法
身
。
 

秋
日
・
 此
 ，
三
身
，
 

中
乍
若
 ，
 軋
 自
性
㎡
 バ
 法
身
 パ
 
自
性
 -
 
有
 ，
一
一
種
 

。
 
-
 定
美
 咲
 一
河
，
自
性
）
 

為
コ
 
。
法
身
二
旬
隠
滅
 ル
ガ
 

故
 ・
一
切
首
 

，
，
 法
円
 

満
故
 、
准
布
：
真
如
 

。
 
-
,
 
@
 

及
 ビ
独
存
 

真
智
 -
 

、
説
客
，
 怯
 め
巴
鼻
，
 
N
 
娑
 依
正
 -
 
せ
ダ
義
 
」
（
大
正
三
一
、
二
四
九
丁
）
 

（
 
8
 
Ⅰ
 
し
 
し
 

 
 

と
 。
即
ち
た
だ
真
如
と
及
び
真
智
の
み
あ
っ
て
 

独
在
 す
 る
の
を
法
身
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。
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存
す
る
も
の
で
、
ハ
リ
 バ
ド
ラ
 が
、
か
く
解
し
た
と
し
 て
も
・
何
ら
特
異
な
解
釈
で
は
な
い
ひ
む
し
ろ
、
従
前
の
 伝
統
的
な
解
釈
に
 副
 

た
も
の
と
も
 見
俄
 し
う
る
で
あ
ろ
う
。
 

さ
て
、
第
二
 
1
 第
六
偶
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
前
述
の
ご
 と
 く
で
あ
る
と
し
て
・
然
ら
ば
こ
の
二
十
一
種
（
或
は
 
二
十
三
種
）
の
無
漏
 

を
 意
味
す
る
法
身
が
、
如
何
な
る
解
釈
の
過
程
を
経
て
 、
 い
わ
ゆ
る
 智
 法
身
と
称
せ
ら
れ
る
性
格
の
も
の
と
な
っ
 た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

こ
の
点
で
問
題
と
な
る
の
は
、
法
身
が
、
一
方
で
は
、
 

へ
 念
処
等
 （
の
諸
法
）
か
ら
成
る
Ⅴ
と
さ
れ
な
が
ら
、
 

し
 か
も
他
方
で
は
、
 

（
 
4
 
4
 ）
 

智
 、
或
は
不
二
の
智
を
本
質
と
す
る
（
古
生
 

ギ
 。
 
a
 口
 
4
%
 ど
 軍
甲
弾
 ヨ
 %
 オ
笘
 
）
Ⅴ
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 

即
 ち
 こ
の
後
考
の
解
釈
 

よ
る
と
、
ハ
リ
 バ
ド
ラ
 は
前
述
の
ご
と
く
リ
テ
ラ
リ
ー
 に
 、
二
十
一
種
（
或
は
二
十
二
 

壷
 ）
の
無
漏
法
を
法
身
 と
 解
す
る
に
止
ま
ら
 

・
無
漏
法
の
体
で
あ
る
無
漏
智
，
悪
戯
論
の
智
を
摘
出
 し
 ・
こ
れ
を
法
身
と
見
 徴
 し
て
い
る
の
で
あ
る
。
士
カ
等
 の
 功
徳
 法
が
 
「
智
を
 

（
 
，
 
4
 
-
 
）
 

っ
て
自
性
と
為
す
」
こ
と
は
、
已
に
大
毘
婆
沙
論
等
に
も
 説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
・
そ
の
智
を
も
っ
て
法
身
 と
 為
す
こ
と
ほ
ほ
 い
 。
 

の
 意
味
で
は
、
法
身
の
内
容
が
無
漏
法
か
ら
、
そ
の
 件
 で
あ
る
無
漏
智
へ
と
深
化
さ
れ
た
と
も
 見
倣
 し
う
る
で
あ
 ろ
，
ヮ
 
。
 

し
か
し
、
こ
こ
で
更
に
注
意
を
要
す
る
こ
と
は
、
法
身
 の
 意
味
す
る
内
容
が
、
た
だ
仏
所
説
の
菩
提
公
法
 等
 の
 益
 か
漏
 法
か
ら
、
そ
の
 件
 

あ
る
無
漏
智
へ
と
深
化
さ
れ
た
と
云
 う
 だ
け
で
な
く
、
 
そ
 の
 無
漏
智
従
っ
て
法
身
１
１
 が
 ・
 楡
伽
 行
旅
に
説
 く
転
依
所
 成
の
無
漏
 

と
 結
び
つ
け
ら
れ
・
 
楡
伽
 行
旅
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
，
 
」
と
で
あ
る
。
即
ち
門
人
 
註
 L
 に
法
身
を
定
義
し
て
次
の
 如
く
云
う
。
 

入
仏
地
に
お
い
て
）
必
ず
許
容
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
所
の
 
、
一
切
種
の
不
一
一
の
心
心
所
 
ホ
笘
巨
づ
 

申
せ
ゆ
い
田
安
 

キ
い
 が
 
ぎ
 3
%
 
 
 

行
者
の
世
俗
上
 
G
 。
注
 1
 奉
唱
 月
 （
）
 
卸
 
）
、
殊
勝
な
る
 境
 
（
 
即
ち
受
用
・
変
化
三
易
）
と
し
て
顕
現
し
生
じ
て
、
 説
 法
等
 の
利
付
き
な
す
 

と
 ・
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
 
転
依
 
（
 
ゆ
か
 
（
 
舶
ゼ
 
が
 
つ
 p
h
W
 

ヰ
サ
 
（
 
（
 
じ
 
に
よ
っ
て
（
無
漏
に
）
転
じ
た
も
の
で
あ
る
が
 

こ
れ
が
ま
さ
に
 
諸
如
 

来
 に
関
係
す
る
、
 
智
 資
糧
（
盲
目
 笘
の
 
。
 
ヨ
す
ア
 
w
 。
 
P
 ）
よ
り
 生
じ
た
と
こ
ろ
の
、
有
事
業
（
の
 目
ヒ
リ
 
で
 曲
 
～
の
）
の
法
身
で
あ
 6
 （
 
6
 
。
」
 

4
 ）
 

。
こ
の
定
義
と
同
一
趣
旨
の
こ
と
が
、
「
小
話
口
に
お
 い
 て
・
自
性
具
即
ち
法
身
と
な
す
有
税
 
未
 諦
三
五
頁
参
照
 -
 に
対
す
る
反
駁
の
 

と 智 で そ 必 ず に 八 法 つ め 

37 
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ろ
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
 ハ
ソ
バ
ド
ラ
 は
、
 摂
大
 乗
論
が
 
「
根
本
無
分
別
智
及
び
真
如
」
を
、
法
身
即
ち
 自
性
 身
 と
な
す
の
と
 異
 

i@; ，   i@ ・ @@ ， ， T ， -@_J@ 、 ・ @ff ， y " ，， ，   @@   ，   ・， T@- 、 -" "- ， ， -           
る と 三 生 中 

fc 

ぃ バ は ず 得 

必見 

Ⅱ 櫛 

法 」 
中 変     ヒ （大正身の ニ まず ィ   青 二 ㈲ 身 容 肉 入 殊 

れ 本 復 し 
て 無 - 得 て   

異 j ロリ し （     た 即 
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の 仏身論 

 
 

く が 
， 点 、 な   

  の の と に さ ド   
。 の 身 こつ 、っぢ群曲中 ヵ 、 （ @ , 、即ち @ 
いてな 刹那 毎 。 （ 日肝 次の如 法身の 

種々 に生滅 す 倖ァ 常住と 比目 く説か 

  
  0 円 関 中 

す に 
@     、 各 る 
楡伽 如何に 々 限定 註釈 は 行 
し せ   
て も 摂 の 

大 そ 
乗 れ 
論 と 
等 一 
の 致   

ゆ め 
説 す 
と る 

㌧ 相続 ） ト 
越 も 
え の 
て   

常ハせ とも 旧 。 成 或 

巾池 総 

准 は 
誠 司 
謙 一 （ ヰワト曲 日ト ） 目日 7 円び づゆ の 越 

） ） 
で と 
あ い 
ろ う 

  
と 依 つ め 
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（
。
 

5
 
，
 
）
 

す
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
 

な
っ
て
、
真
如
を
自
性
具
と
し
、
根
本
無
力
 

世
俗
上
、
受
用
・
変
化
二
見
と
し
て
顕
現
し
 

す
れ
ば
無
心
（
Ⅱ
法
身
）
か
ら
更
に
心
を
起
 

は
 、
 楡
 加
行
派
の
説
か
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
 

こ
の
よ
う
に
、
二
十
一
種
（
或
は
二
十
三
 

味
 す
る
も
の
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
 

智
 法
身
 と
 

無
漏
法
 は
 、
摂
大
乗
論
及
び
釈
に
 

、
 

「
輪
目
、
知
 ゎ与
 
：
 
幾
種
 功
徳
 

 
 

キ
ヤ
ノ
 

応
化
身
 及
 如
来
一
切
功
徳
所
依
 
故
 

法
 -
 
相
応
。
秋
日
、
 
此
 ・
 
身
与
 ：
諸
功
徳
 
法
 

と
 説
か
れ
る
如
く
、
法
身
相
応
の
功
徳
 

法
と
 

  

別
 智
を
法
身
と
し
て
二
つ
に
区
別
す
る
わ
け
で
あ
る
。
 

そ
 し
て
㈲
に
、
法
身
が
 

楡
伽
 行
者
の
 

称
せ
ら
れ
る
性
格
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
 

種
 ）
の
無
漏
法
を
意
味
し
た
法
身
 

観
 が
深
化
さ
れ
変
容
 

す
こ
と
（
 
@
 応
化
三
易
）
で
あ
る
。
但
し
、
三
易
の
 

顕
 

生
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、
根
本
智
が
 

虚
 な
る
境
を
縁
 
ず
 

。
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
再
説
す
る
。
 

 
 

き
れ
て
、
 
楡
 他
行
派
の
根
本
智
を
 

意
 

現
を
楡
 
加
行
者
の
世
俗
上
と
な
す
 

点
 

る
 後
得
智
と
し
て
働
く
こ
と
、
換
言
 

て
 二
十
一
種
（
或
は
二
十
三
種
）
の
 

中
略
）
・
・
・
・
・
・
一
切
 

相
 最
勝
 智
等
諸
 

・
，
 

相
店
，
。
散
オ
㍉
法
身
 

力
 
欲
れ
 
鍵
 ：
相
応
法
敵
 
ガ
 -
 
ピ
問
 ご
 （
真
諦
 
訳
 大
正
三
一
、
二
五
五
丁
）
 

見
徴
 さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
法
身
の
語
源
的
 

解
 釈
も
、
世
親
 
釈
に
 「
法
身
赤
痢
。
 

モ
り
 

名
為
 。
 
身
 。
」
 
@
 右
 、
二
四
九
丁
と
説
か
れ
る
如
く
 

、
 諸
法
の
所
依
（
Ⅱ
 

依
主
釈
 
）
 と
解
 

        
口   
Ⅰ ん "@z.i-   

3
9
 

て 289) 



一   。                           @ ， y@."."""v;"     
  

  

八
 か
よ
う
に
事
業
ベ
 タ
由
 
H
@
 
（
Ⅱ
の
）
が
広
大
で
あ
る
か
ら
、
 仏
 は
 遍
満
す
る
と
云
わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
さ
に
彼
は
滅
尽
 し
な
い
か
ら
、
常
住
 

で
あ
る
と
も
説
か
れ
る
。
Ⅴ
（
第
十
一
喝
）
 

こ
の
よ
う
に
前
述
の
道
理
に
よ
っ
て
、
一
切
処
に
（
 受
 用
 
，
変
化
二
見
と
し
て
し
顕
現
し
て
利
行
を
な
す
こ
と
が
 広
大
で
あ
る
か
ら
、
 

ま
た
相
続
し
て
輪
廻
の
あ
る
限
り
住
し
て
も
、
世
尊
は
 滅
尽
し
な
い
か
ら
、
順
次
に
仏
は
遍
満
し
・
常
住
で
あ
る
 、
と
云
わ
れ
る
。
」
（
 

，
 
）
：
 

こ
の
前
文
と
註
釈
の
意
味
は
・
要
約
す
れ
ば
・
 

智
 法
身
は
 、
 ㈲
個
々
の
 
捻
伽
 行
者
の
相
続
の
中
に
在
っ
て
も
・
 

受
 用
 
・
変
化
の
二
 身
と
 

し
て
顕
現
し
て
為
す
利
行
が
広
大
で
あ
る
か
ら
、
か
つ
 又
 ㈹
刹
那
生
滅
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
相
続
無
尽
で
あ
 
る
か
ら
、
順
次
に
 遍
 

満
 、
常
住
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
 の
中
、
智
法
身
が
 
楡
 加
行
者
の
相
続
の
中
に
在
り
か
つ
 刹
 邦
 生
滅
す
る
、
と
い
う
 

如
き
解
釈
は
、
理
智
不
二
の
法
身
を
説
く
摂
大
乗
論
等
 に
は
見
出
し
難
い
。
こ
の
点
は
、
む
し
ろ
 理
と
 智
を
分
つ
 

理
を
自
性
 身
 即
ち
 

法
身
に
・
智
を
自
受
用
身
に
配
す
る
 1
.
 成
唯
識
論
の
 所
説
に
類
似
し
て
い
る
。
即
ち
成
唯
識
論
は
自
受
用
身
の
 性
格
に
つ
い
て
次
の
如
 

く
 説
い
て
い
る
。
 

け
 
「
四
智
小
品
所
依
常
政
 
無
 ，
 
断
尽
ぺ
 枚
方
 説
為
 。
 
常
 。
 非
 ：
自
性
 常
 -
 
従
 。
園
生
致
。
生
者
 帰
 。
 
滅
 
一
向
 記
故
 。
 不
 。
 
見
 ，
色
心
 非
 ：
無
常
 -
 
故
 。
 

然
 四
智
見
、
由
：
本
願
力
 
-
 
所
化
有
情
 丑
 ㍗
尽
期
 -
 故
 、
窮
 ：
未
来
際
 荻
グ
断
無
 。
 
尽
 」
実
正
三
一
、
五
セ
こ
 

㈲
「
四
智
 品
中
 真
実
功
徳
、
 
鏡
智
所
 。
 
起
常
遍
 色
身
、
 摂
 二
目
受
用
 ご
 
（
同
五
八
上
）
 

㈲
「
 又
 受
用
身
 摂
 ：
 
仏
 不
共
有
為
美
徳
 り
故
 四
智
 品
 実
有
 色
心
 皆
 受
用
 摂
 。
」
（
同
五
八
 %
 

こ
れ
ら
の
文
に
よ
る
と
、
 

自
 受
用
身
は
・
真
実
の
心
 即
 ち
 四
智
見
と
真
実
の
色
と
か
ら
成
り
（
二
、
三
）
、
そ
し
 て
 因
縁
生
の
も
の
と
 

し
て
無
常
で
あ
る
二
）
、
し
か
し
、
所
化
の
有
情
が
無
 
尽
期
で
あ
る
か
ら
無
断
無
尽
で
あ
る
二
）
。
名
称
は
自
 
受
用
身
と
法
身
と
異
な
 

っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
成
唯
識
論
の
所
説
は
、
ハ
リ
 
ド
ラ
 の
そ
れ
と
同
一
趣
旨
で
あ
る
。
 

次
に
、
法
身
 乏
 そ
の
事
業
（
 F
w
 
（
 
@
 
片
 
h
p
 
。
 カ
リ
 
（
 
ヨ
 p
 。
 く
せ
ゆ
 
で
 ひ
 
さ
 ）
と
の
関
係
に
つ
い
て
 楡
伽
行
 派
の
所
説
と
比
較
著
 察
し
て
お
こ
う
。
 

く 2 ㏄ 、 1 40 
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法
身
が
事
業
を
有
す
る
こ
と
は
・
前
掲
の
法
身
の
定
義
 
の
中
に
も
説
か
れ
て
い
た
が
、
な
お
「
論
 項
 」
第
三
十
 口
 1
 第
四
十
個
 
e
 一
十
 

セ
 種
の
法
身
の
事
業
が
列
挙
さ
れ
る
）
の
前
文
に
 、
次
 の
 如
く
定
義
さ
れ
て
い
る
。
 

「
世
俗
上
（
 お
 ち
 %
 屯
ぢ
、
智
 
（
法
身
）
そ
の
も
の
が
、
 受
 周
易
等
と
し
て
顕
現
し
生
じ
て
利
行
を
為
す
の
で
あ
る
 か
ら
、
そ
れ
（
 智
 

法
身
）
の
増
上
 力
 
（
 ど
ア
ゃ
 
p
a
 
（
 
せ
ゅ
 
）
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
 た
 所
の
、
所
化
た
る
衆
生
の
顕
現
に
関
係
す
る
（
 占
宙
 し
 ）
諸
事
業
が
 、
法
 

（
 
駿
 ）
 

身
の
 （
事
業
）
で
あ
る
。
」
 

と
 。
こ
の
定
義
に
よ
る
と
、
「
法
身
の
事
業
」
或
は
「
 有
 事
業
の
法
身
」
と
云
わ
れ
る
 場
ム
ロ
 
、
そ
の
事
業
は
 、
直
 接
 的
に
ほ
受
用
・
 
変
 

化
の
二
身
に
よ
っ
て
為
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
 そ
の
受
用
・
変
化
 三
 身
 は
 、
世
俗
上
、
智
法
身
の
増
上
 カ
 に
 基
づ
い
て
顕
現
せ
る
 

も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
直
接
的
に
ほ
三
身
 が
 為
す
利
行
 も
 根
源
的
に
は
法
身
の
事
業
で
あ
る
。
と
解
す
る
の
で
あ
 る
 。
こ
の
よ
う
に
受
用
 

・
変
化
三
身
の
為
す
利
行
を
法
身
の
事
業
と
解
す
る
こ
と
 ほ
 ，
摂
大
乗
論
等
に
も
説
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
 無
 桂
秋
に
次
の
如
く
説
か
 

れ
る
。
 

「
 問
 。
如
説
「
法
身
非
二
八
棟
 境
 一
表
句
合
 説
 。
 盲
得
 ，
 眼
等
 -
 
能
見
，
法
身
 -
 
為
 。
法
身
業
、
。
 

答
 。
 見
 ，
法
身
 -
 音
曲
：
音
大
願
 引
発
 勢
力
 @
 成
 ：
 
満
法
 専
 @
 次
第
 発
 ，
 
起
 変
化
身
用
 れ
由
 "
 此
能
令
 ，
官
符
：
 
眼
等
 パ
由
 ：
 昔
 資
糧
 引
発
勢
 

力
 @
 証
 ：
得
法
身
 -
 
任
運
 起
 。
 用
 。
 如
 ：
機
関
 輪
以
 。
末
席
。
 
本
 。
 言
 。
 見
 ：
法
身
 @
 実
唯
見
 。
 化
 。
」
（
大
正
三
一
、
四
四
六
丁
 
 
 

と
 。
こ
の
よ
う
に
、
受
用
・
変
化
三
身
の
別
行
を
法
身
 に
 帰
し
て
法
身
の
事
業
と
解
す
る
点
は
、
法
身
の
意
味
 内
 容
を
異
に
し
な
が
ら
 

も
 、
ハ
リ
 バ
ド
ラ
と
楡
伽
 行
旅
 は
 
一
致
し
て
い
る
。
 

以
上
が
、
自
性
具
よ
り
 別
立
 さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
 智
法
 身
の
性
格
の
大
綱
で
あ
る
。
 

㈲
受
用
身
（
の
り
 旧
 ヴ
ァ
 
0
 牡
ォ
牛
ゅ
ぜ
酉
 

）
 

次
に
・
第
三
の
受
用
身
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
・
ま
ず
 
「
 論
頚
ヒ
 第
十
二
佑
の
前
文
に
、
受
用
身
が
色
身
を
自
性
 と
し
、
か
つ
相
好
を
 
41 (291) 
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㈲
変
化
身
（
之
が
 円
 
～
 
ヨ
ゆ
 
宮
方
寸
、
 乙
 Ⅱ
日
豊
干
 

F
p
 

）
 笘
 
）
 

最
後
の
第
四
・
変
化
身
に
つ
い
て
み
る
に
、
先
の
受
用
 身
の
場
 ム
ロ
と
 
同
様
に
簡
略
な
説
明
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
 い
 。
即
ち
「
論
 頚
ぬ
 

第
三
十
三
偶
の
前
文
に
、
そ
れ
が
凡
夫
と
共
通
な
る
も
 の
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
次
い
で
 褐
 文
を
挙
げ
て
註
釈
す
 る
 。
即
ち
 、
 

「
 
八
 そ
れ
で
も
っ
て
生
存
 中
 、
世
界
の
た
め
に
平
等
に
 種
 々
の
利
益
を
為
す
、
そ
の
（
 
身
 ）
が
牟
尼
の
間
断
な
き
 変
 化
身
で
あ
る
。
Ⅴ
 

 
 
 
 

所
成
 と
し
、
他
方
相
好
を
福
徳
資
糧
新
戒
と
解
し
て
い
 

6
 点
も
、
そ
れ
ら
と
一
致
し
て
Ⅴ
 

、
る
 

。
（
 

2
 
6
 

）
 

受
用
身
の
性
格
で
あ
る
。
 

                                                  "   " """ " "" 一   

（
 
お
 ）
 

備
え
て
い
る
こ
と
を
説
く
。
そ
し
て
、
以
下
の
如
く
 褐
 文
を
註
釈
し
て
い
る
。
 

「
 八
 こ
の
三
十
二
相
と
八
十
種
好
と
を
本
質
と
す
る
も
の
 が
 、
大
乗
を
受
用
す
る
か
ら
、
牟
尼
の
受
用
身
で
あ
る
 
、
と
い
わ
れ
る
。
Ⅴ
 

-
 
第
十
二
 %
-
 

こ
の
三
十
二
相
と
八
十
種
好
と
を
本
質
と
す
る
も
の
が
、
 

十
地
に
入
れ
る
大
菩
薩
と
と
も
に
大
乗
の
法
を
受
用
 す
 る
と
い
う
最
勝
に
し
 

（
 
6
 
5
 ）
 

て
 過
失
な
き
 喜
と
 楽
を
享
受
す
る
か
ら
、
伝
世
尊
の
受
用
 鼻
 で
あ
る
 ピ
 

と
 。
こ
れ
と
同
一
趣
旨
の
こ
と
か
コ
大
話
伽
第
一
章
の
中
 に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
で
 は
 、
受
用
身
 が
 
「
無
量
の
福
徳
資
糧
 

（
 
7
 
5
 ）
 

に
よ
っ
て
 積
集
 さ
れ
た
相
好
で
も
っ
て
輝
け
る
身
体
を
有
 す
る
も
の
」
と
も
説
か
れ
て
い
る
。
 

（
 
只
 
ミ
 
し
 
@
 
レ
 

ま
ず
受
用
身
が
色
身
に
し
て
、
十
地
の
菩
薩
と
と
も
に
 大
乗
の
法
受
用
を
な
す
と
説
く
点
は
、
 

楡
伽
行
 派
の
所
説
 と
 同
一
で
あ
る
。
 
し
 

か
し
 楡
 他
行
旅
の
ご
と
く
、
受
用
身
を
妙
観
察
智
の
示
現
 と
は
 な
し
て
い
な
い
。
ま
た
摂
大
乗
論
等
で
は
・
相
好
 ほ
 法
身
相
応
の
功
徳
 と
 

し
て
受
用
身
に
は
配
さ
れ
て
い
な
こ
の
相
好
を
何
 れ
の
身
に
属
せ
し
め
る
か
に
つ
い
て
は
種
々
見
解
が
分
れ
 て
い
る
。
た
と
え
ば
 戊
 

（
 
臼
 ）
 

唯
識
論
は
自
受
用
身
に
帰
し
、
（
 

0
 
6
 
 

）
 
ま
た
空
性
論
は
三
十
二
 相
 の
み
を
説
い
て
・
こ
れ
を
受
用
・
変
化
の
二
色
身
に
帰
 属
せ
し
め
て
い
る
。
 

こ
の
 ょ
う
 に
・
相
好
の
帰
属
す
る
身
に
つ
い
て
、
種
々
の
 見
解
が
あ
る
が
、
「
 論
頚
し
 及
び
釈
の
如
く
、
相
好
を
 士
カ
等
の
功
徳
 法
と
 

区
別
し
て
色
身
に
配
す
る
点
は
、
大
智
度
論
や
金
剛
 般
 看
経
論
 釈
 等
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
 ハ
リ
バ
ド
 ぅ
が
 、
法
身
を
智
資
糧
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。 済か   

奄慈 4, こ   

境 
と 

す 
る 

も 

の 

と 

し 

て智 

等 
セ， し 

歓 
待 
し 

て 

施 
設 
せ 
ら 

れ 
た Ⅰ 

（ 

づ Ⅰ 曲 

寸曲   
弓ト   
  ） 

も 
の 

で 

あ 
る 

が ン 

  
を 
説 

  
た Ⅰ 
の 

で   

次 
@ ァ Ⅰ   

世 
俗 
上 
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ま
ず
 法
 
・
受
用
・
変
化
の
三
身
を
、
一
括
し
て
余
の
三
 身 
（
 
B
p
 
（
 
@
 
か
 
@
w
 
（
 
簿
去
 w
 ぜ
ギ
 ヰ
簿
）
 
ゅ
 ）
と
称
し
、
自
性
身
に
対
置
 す
る
。
そ
し
て
こ
の
 

両
者
の
関
係
を
論
ず
る
と
い
う
問
題
設
定
 は
 、
管
見
に
 よ
れ
ば
 
ハ
リ
バ
 ド
ラ
以
前
の
論
書
中
に
は
見
出
さ
れ
な
い
 。
従
っ
て
彼
自
身
の
特
 

有
の
思
弁
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
・
 ハ
 リ
バ
 ド
ラ
自
身
が
、
標
記
の
ご
と
き
 論
 項
を
設
け
て
論
 述
 し
て
い
る
わ
け
で
ほ
 

な
い
。
諸
所
に
関
 説
 さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
 は
じ
め
に
、
そ
れ
ら
の
文
を
「
大
 註
 口
及
び
「
小
誌
 口
か
 ら
抜
帯
 し
て
列
挙
し
 
、
 

次
に
各
々
の
文
意
を
尋
究
す
る
こ
と
に
す
る
。
 

け
 
「
か
く
の
如
く
、
三
身
そ
れ
は
自
性
身
を
本
質
 
と
し
・
か
つ
修
習
 力
 に
よ
っ
て
生
じ
た
所
の
も
の
で
あ
り
 、
さ
ら
に
 
仏
等
 を
対
 
(293) 
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聞
 、
凡
夫
等
の
た
め
に
利
付
き
な
す
と
解
す
る
点
は
 、
楡
 加
行
派
の
解
釈
と
大
差
は
な
い
。
た
だ
 楡
 加
行
旅
 に
 

糧
 の
一
分
よ
り
生
ず
る
（
月
目
 P
l
 

古
ゅ
 

口
千
 落
日
 す
ァ
ゅ
 

Ⅰ
曲
名
 
か
甲
 
寸
 ）
と
い
う
解
釈
は
な
く
、
成
所
作
智
の
示
現
 と
 

第
四
・
変
化
身
の
性
格
で
あ
る
。
 

以
上
・
ハ
リ
 バ
ド
ラ
 の
 四
 身
に
つ
い
て
の
解
釈
を
 、
そ
 れ
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
 楡
 加
行
旅
の
 二
 真
説
な
ど
 

性
格
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
こ
で
次
に
、
自
性
 穿
 と
余
 の
 三
身
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
尋
究
し
よ
う
。
 

ほ
 、
変
化
身
が
福
 智
 工
費
 

（
 
係
 
W
 
）
 

な
し
て
い
る
。
以
上
が
 、
 

と
比
較
考
察
し
、
冬
芽
 の
 

-
 
第
三
十
三
 %
-
 

釈
迦
牟
尼
等
の
姿
で
も
っ
て
、
輪
廻
の
あ
る
限
り
一
切
の
 世
界
に
お
い
て
平
等
に
諸
衆
生
の
願
え
る
利
益
を
為
す
 、
そ
の
身
が
 仏
 世
尊
 

（
。
 

O
 
う
 
，
 ）
 

の
 ，
相
続
し
て
間
断
な
き
変
化
身
で
あ
る
。
」
 

と
 。
ま
た
こ
れ
と
同
一
趣
旨
の
こ
と
が
コ
人
証
」
第
三
 早
 に
 説
か
れ
、
そ
こ
で
は
な
お
・
「
 福
智
二
 資
糧
の
一
分
 よ
り
生
じ
、
声
聞
等
に
 

よ
っ
て
了
得
さ
れ
 ぅ
 る
も
の
」
（
 

4
 
6
 
 

）
 
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

変
化
身
を
釈
迦
牟
尼
等
と
な
し
、
か
つ
相
続
間
断
な
く
 一
切
世
界
に
お
い
て
 
声
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/ ヘ ラ
 

ハ
リ
バ
ド
ラ
 
は
・
こ
の
論
難
に
対
し
二
 身
 （
自
性
 身
 と
法
 身
 ）
の
剛
士
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
わ
け
で
あ
る
が
 、
そ
の
立
論
は
当
面
 
 
 

 
 

 
 

 
 ル
の
 問
題
に
関
連
し
て
も
看
過
し
え
な
い
。
即
ち
 彼
 の
 反
論
か
ら
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
㈲
不
二
の
 智
か
ら
成
る
法
身
と
法
性
か
㏄
 

 
 

ら
 成
る
自
性
 具
 と
の
関
係
が
、
受
用
・
変
化
三
身
と
自
 佳
肴
と
の
関
係
と
同
一
で
あ
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
 法
 ・
受
用
・
変
化
の
二
一
身
 
4
 

に
お
い
て
、
そ
の
三
身
と
し
て
顕
現
す
る
法
身
・
 
楡
 伽
行
 派
の
表
現
を
借
り
て
い
え
ば
根
本
無
分
別
智
 :
,
 を
 も
 含
め
て
、
三
身
が
自
 

性
 身
に
対
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
三
身
が
自
性
 身
に
対
置
さ
れ
る
立
場
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
 。
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
 

立
場
と
、
前
者
の
立
場
即
ち
世
俗
（
Ⅱ
 楡
 他
行
者
の
世
俗
 ）
と
は
、
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 こ
 れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
 

い
 と
㈱
を
考
察
し
た
後
に
再
び
触
れ
る
で
あ
ろ
う
。
 

次
の
の
の
文
は
、
前
記
 四
身
 論
者
の
反
駁
末
強
 -
 
穴
 真
蓼
壁
の
直
後
に
あ
り
、
法
身
と
自
性
具
と
の
 

別
立
を
 主
題
と
す
る
問
答
で
 

あ
る
。
 

ま
ず
 敵
 者
の
論
難
は
、
「
縁
起
で
あ
る
も
の
ほ
空
性
で
 あ
る
」
と
い
う
中
観
派
の
基
本
的
な
命
題
に
お
い
て
示
さ
 れ
る
所
の
・
縁
起
で
 

あ
る
も
の
と
空
性
と
の
相
即
不
離
的
な
関
係
に
基
づ
い
 て
 、
法
性
か
ら
成
る
身
、
即
ち
自
性
 身
 
（
Ⅱ
空
性
し
が
 説
 か
れ
る
 場
 ム
ロ
に
は
・
 
必
 

然
 的
に
不
二
の
智
か
ら
成
る
法
身
 
ハ
 Ⅱ
縁
起
で
あ
る
も
 の
 ）
も
併
せ
説
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
法
身
を
自
性
 身
よ
 り
別
立
 す
べ
き
で
は
な
 

論
い
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
・
自
性
骨
 身
 
（
Ⅱ
法
性
）
と
法
身
（
Ⅱ
不
二
の
智
）
と
の
不
二
無
差
 別
 な
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
 

吐
 
理
智
不
二
の
法
身
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

題
 と
な
る
の
は
、
㈲
に
お
い
て
、
世
俗
上
（
Ⅱ
 

楡
伽
行
 

 
 

な
が
ら
、
然
も
、
他
方
 

対
境
と
し
、
か
つ
㈹
 
智
等
 

係
 に
あ
る
。
自
性
具
と
三
身
 

受
用
・
変
化
三
易
と
の
関
係
 に

観
 律
し
て
施
設
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
 対
 し
て
自
性
 身
は
 、
そ
の
三
身
の
本
質
を
な
す
と
い
う
 

と
の
関
係
は
、
並
列
的
で
な
く
、
前
者
が
後
者
の
本
質
 を
な
し
、
い
わ
ば
相
即
的
で
あ
る
。
次
の
㈲
法
身
 と
 

ほ
 つ
い
て
は
、
先
に
法
身
の
定
義
を
討
究
し
た
際
に
触
れ
 

た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
た
だ
こ
の
㈹
で
 問
 



 
 

  

 
 ㈲ま
た
余
の
三
身
は
、
自
性
 身
 と
不
具
で
あ
っ
て
も
、
 
別
 に
 建
立
せ
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
実
世
俗
 よ
 り
す
れ
ば
、
 
顕
現
が
異
な
る
か
 

ら
 。
各
自
の
信
解
に
応
じ
て
開
顕
さ
れ
る
と
は
、
法
身
 が
 諸
仏
を
、
受
用
身
が
菩
薩
を
、
そ
し
て
変
化
身
が
声
聞
 と
 異
生
凡
夫
等
 

（
 
，
，
 

7
 ）
 

を
行
境
 と
す
る
も
の
と
し
て
建
立
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
 る
 。
」
 

" ㏄ ，   ""     " 一                       
  
  

  
  

る 愛 さ が 述 の、 は 

ブ 。 最 化 れ ら な の 他 、 す と 不入 る ヒ トン 「） そ後 この 二て 臭 い 

  
" と る 起 

る の 

で 二 の   
が 。 あ り   

る 
れ る 自 

て も   
ろ は と   
か   不 楡 現 す か 味 
ら （ 異 串 誘き 憶仇 すべ れし 
ぜ摂 で 

し " あ 
る 
  

遠離 な 
し ぜ 
た Ⅰ な 
も ら 

の 自 

/n¥   ，陸 
トセ - 身 

@ ま 
寸ヰ麓 
）   

そ 表 土 

ち   
滅 （ 
し 
      

た 」 身 
¥@> 依 

事 の れ がま 
法 ど 楡 ] 

法 小生   
陸 で 用 と れ で 伽行 も、 
と あ あ ・ 解 な 前 者、 
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上 Ⅱ 

  
睦 i こ     -   、   

  

ハサ バ トラ 

  

の 仏身論 

      
 
 
 
 
 
 

 
 
ト
 
 
 
 
 
ト
十
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

う 否 と 
或 定 め 
る 排 関 
も 除 係 

論ず 存 のが を 的な性 

  
0  ヲ片 の 
で ざ で 
ほ ろ あ   
、 （ 即 

  
る で の 

。 お " Ⅰ 
こ る 半 J 
の か 断 

    

  
  
せ毛 空性（ 不離 オヰ 無 の @ 
  
こ し 者 
と と @ 
の い 、 
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と
ゥ
 プ
ト
ン
の
こ
の
註
釈
に
よ
る
と
、
㈱
は
、
勝
義
（
 づ
 曲
屋
 ョ
甲
き
曲
 ）
 と
 実
世
俗
（
（
 簿
 （
 
ァ
せ
 
p
l
%
 
ち
屈
ヱ
 ）
の
二
諦
 に
よ
っ
て
・
自
性
 鼻
 と
 

三
身
と
の
異
同
関
係
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
 

㈲
ま
ず
プ
ト
ン
の
註
釈
㈲
に
よ
る
と
・
自
性
 鼻
 と
余
の
二
 夏
 と
は
・
勝
義
よ
り
す
れ
ば
小
異
無
差
別
で
あ
る
。
 そ
 の
 理
由
は
、
自
性
 身
 

が
 三
身
の
法
性
で
あ
る
か
ら
。
自
性
身
を
法
性
、
三
身
 を
法
 と
解
し
、
そ
し
て
前
者
が
後
考
の
本
質
で
あ
る
と
 解
 す
る
点
は
、
前
記
㈹
 と
 

 
 

㈲
の
所
説
と
同
一
趣
旨
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
場
合
、
勝
 義
 と
い
う
概
念
が
導
入
さ
れ
て
、
勝
義
よ
り
す
れ
ば
、
 

両
 者
は
不
具
無
差
別
で
あ
 

る
 １
１
換
言
す
れ
ば
三
身
の
建
立
は
認
め
ら
れ
ず
、
 

た
 だ
そ
の
本
質
で
あ
る
法
性
即
ち
自
性
 鼻
 の
み
で
あ
る
 

と
さ
れ
る
点
は
 、
 次
の
 

㈲
と
関
連
し
て
特
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
 

な
お
自
性
具
と
三
身
と
の
不
離
な
る
関
係
を
論
証
す
る
 た
め
に
、
こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
 半
 偶
の
出
典
は
目
下
 
詳
 
か
に
し
え
な
い
。
 

（
 
ノ
 
2
 
7
.
,
 

）
 

寮
日
 ガ
ロ
 
ペ
 （
円
か
 

r
i
 

や
ツ
 オ
ン
カ
 パ
 に
よ
る
と
、
論
理
学
の
 書
宙
俺
探
憾
 三
 
%
 宙
 干
 %
 ピ
ぴ
 
）
と
云
わ
れ
る
。
た
だ
 近
 年
 ノ
ッ
チ
に
よ
っ
て
 
刊
 

付
 さ
れ
た
梵
文
写
本
の
断
片
に
よ
る
と
、
本
来
 は
 次
の
 如
く
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

笘
叶
の
 

Ⅰ
 

さ
せ
 守
ド
曲
イ
セ
笘
甘
邑
 

0
 オ
 ユ
 せ
曲
 
目
せ
寺
 0
 ダ
 が
 ㏄
 
セ
 p
 
 
せ
欝
ヰ
 

0
 
 
日
曲
円
 
が
ヨ
Ⅰ
 
へ
 ハ
 
。
 
7
 
3
 
）
 

（
漢
訳
）
 非
 。
 智
離
 ，
 
於
空
 -
 有
 。
不
法
同
ラ
 得
 

此
土
星
 戸
 難
者
 
性
 離
弁
：
遠
離
 -
 
 （
 
円
 ）
 

ハ
リ
バ
ド
ラ
 
は
、
こ
の
褐
の
後
半
を
引
用
し
て
い
る
の
で
 あ
る
が
、
内
容
的
に
は
仏
身
論
を
主
題
と
す
る
も
の
で
 は
な
い
。
 智
と
 空
性
 

    



          

 
 

 
 

 
 

 
  

 

の
 考
察
を
加
え
、
ハ
リ
 バ
ド
ラ
 
の
所
説
と
比
較
し
て
み
 よ
う
。
 

と
も
、
三
身
が
智
か
ら
成
り
、
か
っ
自
性
 

身
 が
空
性
を
意
 味
 す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
両
者
の
不
異
な
る
関
係
 を
 、
前
述
の
如
く
論
理
 

学
的
に
解
釈
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
C
-
 の
喝
 自
体
に
つ
い
て
は
、
他
日
稿
を
新
た
に
し
て
論
 ず
る
予
定
で
あ
る
。
）
 

㈲
さ
て
上
述
の
如
く
、
自
性
具
と
余
の
三
身
と
は
・
 

勝
 義
 よ
り
す
れ
ば
小
異
無
差
別
で
あ
る
、
と
し
て
、
 

妹
 ら
ば
 三
身
は
、
如
何
な
る
 

 
 

立
場
に
お
い
て
建
立
せ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 プ
ト
 ン
の
 
註
釈
㈲
に
よ
る
と
、
実
世
俗
よ
り
す
れ
ば
顕
現
が
異
 な
る
か
ら
・
即
ち
 仏
、
 

菩
薩
、
声
聞
等
の
信
解
に
応
じ
て
、
順
次
に
法
身
、
受
 用
具
、
変
化
身
が
開
顕
せ
ら
れ
る
か
ら
、
三
身
が
自
性
 身
 と
は
別
に
建
立
せ
ら
れ
 

 
 

る
 。
従
っ
て
実
世
俗
と
い
う
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
三
身
 は
 自
性
具
と
異
な
り
差
別
が
あ
る
の
で
あ
る
。
三
身
建
立
 の
 立
場
を
実
世
俗
と
す
 

 
 

る
点
は
 、
前
記
㈲
の
㈲
と
同
一
趣
旨
で
あ
る
。
た
だ
㈲
 ㈲
で
は
 楡
伽
 行
者
の
世
俗
と
い
う
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
 。
用
法
の
同
一
な
る
と
 

こ
ろ
か
ら
し
て
、
両
者
は
同
義
兵
語
と
考
え
ら
れ
る
。
 

以
上
、
自
性
 穿
 と
余
の
三
身
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
 

ハ
 リ
バ
ド
ラ
 
の
見
解
を
討
究
し
た
。
要
す
る
に
、
彼
は
勝
義
 と
 実
世
俗
（
Ⅱ
 楡
伽
 

行
者
の
世
俗
、
或
は
世
俗
）
の
二
諦
 説
 に
基
づ
い
て
、
 
両
 者
の
異
同
関
係
を
論
ず
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
か
し
、
 こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
 

ほ
 、
一
力
で
、
法
身
等
の
二
一
身
は
共
に
実
世
俗
（
Ⅱ
 

捻
伽
 行
者
の
世
俗
）
の
建
立
・
施
設
と
さ
れ
な
が
ら
、
然
も
 他
方
そ
の
同
じ
立
場
 

で
、
法
身
が
受
用
・
変
化
三
身
と
し
て
顕
現
す
る
、
 

と
 説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
中
、
法
身
が
二
見
 と
 し
て
顕
現
す
る
と
い
う
 

点
は
 、
前
述
の
如
く
 楡
 加
行
派
の
見
解
と
一
致
し
て
い
 る
 。
し
か
し
 楡
伽
 行
 旅
 で
は
、
そ
の
三
易
と
し
て
の
顕
現
 を
 実
世
俗
上
（
或
は
捻
 

他
行
者
の
世
俗
上
）
と
説
く
こ
と
は
な
く
、
か
つ
ま
た
、
 法
身
を
も
含
め
て
三
身
を
、
実
世
俗
上
の
建
立
・
施
設
 と
な
す
こ
と
も
な
い
。
 

 
 

で
は
一
体
、
ハ
リ
 バ
ド
ラ
 が
こ
こ
に
 体
 用
し
た
勝
義
と
 実
 世
俗
（
Ⅱ
 楡
伽
 行
者
の
世
俗
）
と
い
う
二
諦
 説
は
、
誰
 の
 説
に
依
っ
て
い
る
 

（
 
た
 ）
 

の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
の
研
究
に
よ
れ
 ば
 、
こ
の
二
諦
 説
 ほ
清
弁
 の
 創
説
 で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
そ
の
 清
 弁
 め
 二
諦
 説
は
 
つ
い
て
若
干
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理
由
を
現
わ
す
も
の
で
あ
っ
た
後
半
 褐
を
 、
二
一
身
と
自
 性
骨
と
の
不
離
な
る
関
係
を
説
く
た
め
に
転
用
し
た
も
の
 と
 考
え
ら
れ
る
。
も
っ
 

4
8
 

        



まア毛 ""       
  
  

  

  
  

  
  

「 芸 :1, 二   

ゾ
ナ
 

 
 

ゾナ '           

     
 
 
 吊
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 

/ 、 ソバドラ の仏身論 

バ し れ 憶 （ な る 銘 せ に せ 

。 お 勝 

の と 法 の し 易 周 れ 得 に か 
見 勝 見 法 、 の ， て ら 和 よ 
解 義 Ⅱ 身 こ 位 交 お れ 違 う 
の 宿 根 は の 態 化 り た 点 な 
相 の 本 如 法 （ 一 、 清 を 二 

」 る，ノ、 

よ り   
      

今 、 ィム 
後 
の   
研 に 者 法   「 月 lJ 
究 実 記 は え 身 解 お 解   
K 世 ㈲ 含 ら が 脱 い 釈 
待 俗 に ま れ 葉 の て に Ⅰ 田 

た し （ お 
な 或 ぃ     
け い ら 変 た 実 し 
れ は楡 て、 こ で 化 る 世 た 
ば 伽 実 一 俗 も 
な 行 世 
ら 孝 裕 
な の 智   
  世 よ て に 

        
俗 り   

し ピ 弁 で れ 現 る 相 れ 
か 
し 

そ 概 ね る たる ある。 し 、二 ば o すると 階梯 勝   
の 余 た 右 耳 も こ 
点 ほ 勝   す 甲 矛ホ と 

49@ (299) 

そ
し
て
㈲
勝
義
は
、
 
無
 戯
論
の
も
の
と
 有
 戯
論
の
も
の
 
（
Ⅱ
清
浄
世
間
智
）
と
の
 
一
 

そ
れ
ぞ
れ
分
類
さ
れ
 る
 。
こ
の
㈲
と
㈹
を
 併
 

ぜ
卸
 

 
 
 
 

@"4 曲。 " 

清
 弁
 め
 「
中
観
心
 

註
 恩
沢
 焔
 」
第
三
章
に
よ
る
と
、
㈲
 

智
は
 、
勝
義
と
世
俗
の
二
諦
に
基
づ
い
て
勝
義
 

智
と
 実
世
 俗
智
と
の
二
種
に
 

、
、
（
 
7
 
，
 
）
 

㌔
 
才
 
Ⅰ
 

'yR,. か町し 



 
 
 
 
 
 

上
 来
、
現
 観
 荘
厳
論
 頚
 の
 計
 訳
書
で
あ
る
「
大
話
」
 
及
 び
 
「
小
詰
」
に
説
か
れ
る
 
ハ
リ
バ
ド
ラ
 
の
特
色
あ
る
仏
身
 論
 ・
即
ち
四
具
 説
を
 

 
 

 
 

と
り
挙
げ
、
そ
れ
を
 1
 
四
具
 各
説
と
、
 

Ⅱ
自
性
 鼻
 と
余
 の
 Ⅰ
一
身
と
の
関
係
、
と
の
二
項
目
に
会
っ
て
、
 

楡
伽
 行
 旅
 等
の
仏
身
論
と
比
較
著
 

 
 

 
 

察
し
た
。
 

 
 

即
ち
前
者
 1
 に
お
い
て
・
 

四
 身
の
各
々
の
性
格
が
 楡
伽
 行
 派
の
三
身
 説
 の
そ
れ
と
多
く
の
類
似
点
を
有
し
て
い
る
 こ
と
、
及
び
自
性
 身
 

 
 

（
Ⅱ
 理
 ）
と
法
身
（
Ⅱ
 智
 ）
を
 別
 立
し
た
た
め
に
、
法
身
 が
 
「
 智
 法
身
」
と
称
せ
ら
れ
る
性
格
を
有
す
る
に
至
っ
 た
こ
と
こ
の
点
は
 

 
 

楡
 他
行
 旅
 と
異
な
る
 ｜
 な
ど
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
 そ
し
て
後
者
Ⅱ
に
お
い
て
、
自
性
具
と
余
の
三
身
と
の
 
関
係
が
二
諦
 説
 

 
 

勝
義
 諦
と
 実
世
俗
諦
に
、
そ
の
理
論
的
根
拠
を
お
 い
て
い
る
こ
と
 
i
@
 

な
お
問
題
点
が
あ
る
が
、
及
び
 
そ
の
二
諦
 説
 を
依
 用
し
 

て
 理
と
智
を
裁
 然
 と
分
ち
、
八
勝
義
よ
り
す
れ
ば
、
 

三
 身
の
建
立
は
認
め
ら
れ
ず
た
だ
自
性
具
の
み
で
あ
り
、
 実
 世
俗
 よ
 り
す
れ
ば
・
 

自
 

性
穿
 と
は
別
に
三
身
の
建
立
が
認
め
ら
れ
る
Ⅴ
と
解
釈
 す
る
と
こ
ろ
に
、
中
観
（
自
立
）
派
的
な
特
徴
が
認
め
ら
れ
 

こ
と
な
ど
の
点
を
明
ら
 

か
に
し
た
。
約
言
す
れ
ば
、
ハ
リ
 バ
ド
ラ
 の
ユ
ニ
ー
ク
 
な
回
 身
説
は
 、
仏
身
論
の
大
綱
を
楡
 伽
 行
 旅
 に
負
い
 た
 が
 ら
 ・
然
も
そ
の
根
本
的
 

立
場
を
二
諦
 説
 に
求
た
と
こ
ろ
に
由
来
す
る
と
 見
倣
す
ナ
 
」
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
 

（
 1
 ）
 
ミ
戸
 
・
の
。
 

ア
 -
 
の
 （
 
コ
の
 
Ⅱ
（
の
め
・
）
 

"
 づ
ゆ
 Ⅱ
㏄
コ
リ
 

円
 
プ
 リ
 の
 巳
 0
 日
 ソ
 
0
 の
 ト
ィ
 
-
 
コ
 の
の
 ㌧
甘
口
ネ
 
プ
は
ゆ
 
e
@
 
コ
 @
 
コ
串
 
@
 
簿
 ㌧
Ⅱ
 
0
 づ
ハ
 
如
い
 
曲
 0
 コ
の
 
。
㌧
 e
 円
 
Ⅱ
 0
 口
 0
 市
田
㏄
の
㏄
・
 
せ
 つ
 ・
 
P
 の
Ⅰ
 
1
 つ
 ・
な
お
 

「
人
詮
」
の
奥
書
（
荻
原
本
九
九
四
頁
）
参
照
。
 

（
 2
 ）
羽
田
野
 伯
猷
 博
士
「
秘
密
集
 タ
ソ
ト
ラ
 
に
お
け
る
 
ヂ
ニ
 ャ
 ー
 ナ
 パ
ー
 ダ
 流
に
つ
い
て
」
文
化
、
新
第
五
巻
一
五
六
頁
 参
 照
 。
 

（
 3
 ）
か
い
い
 
す
 -
0
 
ヰ
 
コ
 の
Ⅱ
 
"
0
 ワ
 ・
 c
-
 

（
・
 

"
 で
 ・
 
ト
ゆ
べ
 

む
す
び
 

 
 

し
た
と
こ
ろ
に
、
中
観
（
自
立
派
）
的
な
特
徴
を
認
め
 る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 

は
 暫
く
お
き
、
ハ
リ
 
バ
ド
ラ
 
が
、
二
諦
 
説
 に
準
拠
 
し
、
自
 
性
身
 （
Ⅱ
空
性
Ⅱ
勝
義
）
と
余
の
三
身
（
Ⅱ
 

智
 Ⅱ
実
性
 
俗
 ）
と
の
関
係
を
解
釈
 
0
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  等 

論 

頁 頁、 

  
  

  益 
ナ尋 

士 

、般 
  若 

  臣 与り㏄ 。ヒレ～ りの プト さ曲 @a     想 ，、 

  
㏄ （   史   

七 
  

の 申 」 
臼 荻   頁、 

原本   
九 

極 「 
氏 

  
  解 

説 
  

頁 - 
西 

本 蔵 

性 一 撰 
述 

    
典     

に 年 な 録 
よ 報 お   

真 つ 第 著   
た 三 作 つ "   
。 輯 (3) ヶ 。   
参 の     o ト 
照 。 当 該   

王ズ。 婁     個   Ⅰ。 
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（
四
）
Ⅱ
・
の
 

0
 
コ
お
 
。
 
卜
ヴ
 

田
の
 

p
2
%
 

出
ぃ
 

ち
 
ガ
山
 

母
 
。
 
汀
 
0
 
日
曲
 
由
旬
 

か
 
・
 
せ
 
・
 
の
 
の
 

（
四
）
宇
井
伯
寿
博
士
、
大
乗
仏
典
の
研
究
（
真
理
の
宝
珠
 

和
 
訳
 
）
 三
セ
頁
 

。
五
五
八
頁
に
も
 

木
 褐
の
和
訳
が
あ
る
。
 

（
㌶
）
「
小
詰
」
（
 

0
-
,
 

）
 
ひ
 
）
 
す
 
。
な
お
「
大
話
」
の
 

当
誼
 
個
所
を
 

荻
原
本
（
九
一
頁
）
に
よ
っ
て
記
す
と
次
の
如
し
。
 

本
ぺ
 

の
 ㏄
 
日
 
ハ
 
%
 
せ
 
由
で
け
の
片
オ
 

り
臣
 

。
 
曲
隼
笘
ド
 

0
 ヒ
ひ
ゆ
コ
 

。
ゆ
ヰ
 

ヨ
燵
 

方
ゆ
 
-
0
 

オ
 
0
 
田
舟
 

ド
 
Ⅱ
 
ゆ
笘
ア
 

の
 
Ⅰ
 
ヨ
り
隼
す
 

鱗
ヰ
年
１
Ⅱ
 

錨
 
㌧
り
田
せ
 

り
 
仁
の
 

コ
 
卸
の
Ⅱ
 

ハ
 
せ
 
い
 三
曲
村
戸
り
ヨ
村
内
ぃ
 

臣
旺
蛋
 

オ
ハ
円
セ
 

（
）
 

の
 
簿
 

の
り
Ⅱ
 

せ
曲
 

1
 
せ
 
Ⅱ
ハ
ず
 

曲
 
Ⅰ
曲
目
つ
 

せ
赤
け
毎
 

ロ
才
 

@
 
%
 
六
 づ
 
Ⅱ
の
 

オ
ハ
 

エ
ー
 

せ
 
@
 
ぺ
 
@
 
互
い
 

ニ
 
㏄
 
ガ
 
Ⅱ
 
い
申
ゆ
 

セ
 七
円
 

ゆ
 
p
t
p
 

の
（
の
ゆ
の
 

日
せ
 
ゆ
づ
き
 

ガ
巨
 

@
 
オ
の
 

セ
 
%
 
プ
ゴ
曲
づ
 

0
.
 

コ
ミ
づ
り
 

缶
曲
 

八
口
口
 

0
 
・
 
せ
 
リ
ヨ
 
目
絹
コ
浅
 

す
蛋
ら
宙
 

す
 
い
 
㏄
せ
い
 

す
ず
 

麓
の
 

い
 
せ
ハ
 

%
0
 

：
：
・
・
の
 

セ
 
り
す
す
り
 

セ
 
@
 
オ
曲
コ
 

カ
 
リ
セ
 

が
 
甘
マ
 

（
㌍
）
Ⅰ
・
 

ぎ
 ・
す
韻
 
コ
 
か
の
 

巾
 
o
E
 

お
ぎ
 
。
 く
 
@
 
ぢ
ぃ
 

が
 
騨
菩
耳
 

@
 
日
曲
 

巨
 
三
弾
田
ヰ
 

プ
 
@
 
。
 下
 
Ⅰ
㌧
 

9
@
 

田
 
Ⅹ
 日
 
，
 之
毎
 
8
 
 

の
 
蚕
 
（
 
-
8
 
n
0
 

ぺ
づ
 

の
山
岸
 

田
 
。
丘
山
ロ
 

オ
ヂ
 
㌧
 
笘
ム
り
 

（
 
簗
 ）
 摩
討
 
般
若
波
羅
蜜
 

経
 「
第
一
義
 

棺
 
、
無
作
無
為
無
主
 

無
 

づ
 
・
 
ト
 
の
り
の
。
 

へ
り
ト
 

相
 
無
謀
。
是
者
 

二
 
第
一
義
 

-
 
亦
 名
工
性
空
 

-
 
杯
冬
ニ
諸
仏
道
 

ご
 （
 
大
 五
八
、
四
 

0
 三
上
）
 

 
 

 
 

大
智
度
論
「
 

畢
覚
 
不
生
 
即
 
居
諸
法
実
相
。
諸
法
案
 

椙
 
邸
屋
般
若
 

波
羅
蜜
。
」
（
大
正
二
五
、
四
三
四
上
）
等
参
照
。
 

（
 
お
 ）
「
不
証
」
（
 

荘
 ・
 
P
u
P
 

す
 
。
「
人
詮
」
（
荻
原
本
）
九
一
四
頁
 

。
 二
 
0
 頁
に
も
同
一
の
文
が
あ
る
。
な
お
引
用
文
中
 

凶
印
 
以
下
 
は
 
、
「
小
誌
」
及
び
 

「
大
話
」
（
九
四
一
頁
）
で
は
 

ハ
ョ
 

ゅ
田
。
㌧
八
日
の
由
 

ど
ひ
ぎ
 

甲
の
 

a
r
 

せ
 
注
す
 
代
ヨ
 

P
l
 

月
三
 

%
P
 

（
 
目
ゅ
，
由
ま
偲
宙
丁
 

）
と
あ
る
も
、
「
 

大
註
 
」
 二
 
0
 頁
で
ほ
 

（
 
日
 
卸
せ
。
 

つ
い
 

（
（
）
 

曲
 
仁
づ
 

曲
円
い
 

@
-
 

ひ
り
コ
 

の
Ⅴ
と
あ
る
。
今
は
後
者
 

に
よ
っ
た
。
 

（
 
（
 
）
（
 

7
 
 

）
（
 

9
 
2
3
2
2
 

（
 
0
 
 

8
 
6
 
 

り
し
 

）
 
）
 
）
 

 
 

三
 
せ
 
字
性
 
一
足
 

身
を
 

@
 
目
１
つ
笘
 

得
レ
 

論
 

（
 
紋
 ）
「
不
詳
」
同
市
、
「
人
詮
」
（
荻
原
本
）
九
一
六
頁
。
 

（
 
眩
 ）
宇
井
博
士
、
大
乗
仏
典
の
研
究
五
五
八
頁
。
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  珪博 
弁士 五 

千ツ 
二人 
受乗 

碩 オ 
曲 サ目 （ 

用荘 
優 ン 

汽 政 経 
  

  舎 「 = 論 
変碑 
  

化究 観黄 

@ 見一 。 - 
此五 

古頁 。   
思 （ の   性 

身 のか 東北 ） 

工法 お大   者、 目 f " つ 
乗 身 録 （ 

大専 義 。 是 
諸 
  

攻 
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（
 
諺
 ）
た
と
え
ば
 無
 諦
三
昧
（
「
論
 

頚
 」
第
七
 偶
 ）
の
解
釈
は
 
、
無
 性
 の
そ
れ
 -
 
大
正
三
Ⅰ
四
四
 0
 一
下
）
と
同
一
趣
旨
で
あ
り
 

、
ま
た
頓
智
（
 第
 

（
 
め
 ）
 
ツ
 オ
ン
カ
 パ
 は
「
小
話
」
の
文
を
 、
 Ⅲ
自
性
の
殊
勝
Ⅱ
 不
二
の
心
心
所
、
㈲
断
の
殊
勝
Ⅱ
無
漏
に
転
じ
た
こ
と
、
㈹
 事
 業
の
殊
勝
Ⅱ
工
専
 と
 

し
て
顕
現
し
刊
行
を
為
す
こ
と
、
の
三
つ
に
分
つ
（
 旺
ご
 ・
 b
 
臼
 
け
下
 
ト
レ
）
 
0
 

（
㏄
）
上
田
博
士
、
前
掲
喜
一
七
七
頁
。
世
親
 
釈
 真
諦
 訳
に
 「
 諸
 伝
雄
二
 己
 破
屋
 盤
 -
 
猶
更
起
ド
心
 
。
 般
浬
架
別
 法
身
。
 更
起
レ
 心
印
 応
化
三
寿
。
諸
仏
 己
 

住
 工
法
身
～
・
・
・
・
・
・
自
然
顕
二
晩
応
化
三
身
 

ご
 （
大
正
三
一
、
二
一
七
 下
 ）
と
あ
る
。
 

（
 
引
 ）
真
諦
 訳
は
 、
こ
の
外
に
法
即
身
（
 持
業
釈
 ）
の
解
釈
を
 挙
げ
る
（
大
正
三
一
、
二
四
九
丁
）
。
無
性
 釈
も
 「
法
性
即
身
 故
 名
工
法
身
Ⅱ
武
居
諸
 

法
 所
依
止
処
改
名
工
法
身
 ご
 
（
 
同
 、
四
三
六
上
 -
 と
 二
種
の
解
 釈
を
挙
げ
る
。
こ
の
中
の
法
性
即
身
の
解
釈
が
 ハ
リ
 バ
 レ
ラ
 の
 法
身
に
適
用
さ
 

ね
 え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
 

（
 
憾
 ）
プ
ト
ン
 

o
b
.
 

住
こ
 Ⅰ
 
三
 ・
㏄
 
か
下
ダ
ツ
オ
ソ
カ
パ
 0
 
で
 
住
デ
 （
 
0
-
.
0
 

串
が
参
照
。
 

「
菩
薩
 如
ド
 景
域
 三
 二
十
二
相
八
十
種
好
 -
 
念
二
仏
生
身
 -
 
己
 。
今
后
 。
 念
 二
仏
功
徳
 
法
 Ⅱ
所
謂
文
応
 丁
以
 二
四
十
下
夫
 法
 -
 
念
ラ
 仏
語
 仏
見
法
身
 

非
二
但
 肉
身
 -
 
故
 諸
仏
 雄
 レ
ニ
エ
無
量
諸
法
 
-
 
下
下
手
工
余
人
 
-
 
夫
上
音
 
有
 二
四
十
 
法
 Ⅱ
若
人
念
者
別
 
得
二
 歓
喜
 づ
 何
 は
故
 。
諸
仏
井
坂
呈
色
身
 づ
是
 
法
身
 故
 。
」
 

（
大
正
二
六
、
七
一
下
）
 

（
 
名
 ）
本
論
三
三
、
三
九
、
四
四
頁
等
参
照
。
 

（
 
萄
 ）
「
 問
 、
 如
レ
是
 十
力
 以
 。
何
 為
 二
目
性
Ⅱ
 
答
 、
以
 レ
 智
満
二
白
 性
づ
 諸
仏
意
力
足
 智
所
成
 。
 以
 。
 智
為
レ
体
智
所
摂
故
 。
」
（
大
正
 
二
七
、
一
五
六
丁
）
 

「
 間
 、
 此
 四
無
畏
 以
 。
何
恭
ニ
自
性
Ⅱ
 
答
 、
 亦
以
レ
ね
 
。
恭
二
自
性
 
ご
 （
 同
 、
一
五
八
十
Ⅹ
「
間
、
大
悲
 以
 "
 何
 恭
二
目
性
Ⅱ
 
答
 、
以
 レ
ぬ
目
 
浩
二
目
性
 ご
 

（
同
一
五
九
十
）
 等
 参
照
。
 

（
㏄
）
「
大
話
」
（
荻
原
本
）
 ニ
 0
 ｜
三
 一
頁
。
但
し
荻
原
本
 の
 ㏄
 
ザ
ア
 
円
目
せ
 

い
 
㏄
 ハ
 
且
の
 
づ
日
 
0
 。
 曲
皓
の
セ
 

が
 ほ
ノ
ソ
 チ
本
の
曲
 す
 け
 せ
け
つ
い
め
ハ
コ
 

円
，
 

い
通
 p
 。
 
p
 
・
 
の
（
申
せ
り
に
 

、
 

そ
れ
ぞ
れ
よ
っ
た
（
 ノ
ソ
 チ
不
二
五
頁
 モ
 
な
お
「
殊
勝
な
る
 境
 う
音
 ・
（
 

卸
 （
ア
ド
」
が
受
用
・
変
化
 

三
 身
を
意
味
す
る
こ
と
に
つ
 い
て
、
本
論
 四
 

一
頁
法
身
の
事
業
の
定
義
、
 ツ
 オ
ン
カ
 パ
ア
 0
.
 

り
首
 

ダ
 
市
日
・
 

鑓
 ト
チ
 
ゲ
 ン
 ー
 ぺ
｜
 サ
ン
ボ
 之
 。
 り
き
 P
,
 
（
三
ド
 
に
ず
 等
参
照
。
 

（
 
蛆
 ）
「
小
詰
」
 h
 
巳
 ・
）
の
 

ひ
 
a
 。
「
人
詮
」
（
荻
原
本
）
九
一
六
頁
 
 
 

十 「 八 「 

    
二十一 も次の 三 念 非レ 荘二蔵 - 

    
        
同 十   
二 柑   
二 八 
六 十 
上 際   
形 
好   
  
自 

荘 

厳ひ 

法 
身 
以 - 

十 @ 
力 
四 

無所 

畏 
四 
無 
穣 

智十 
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前褐 臼 円     
  

・。 下の 掲 拙稿 b. 一 （ 。 額丘 一 ）     
    摂 乗 な   
おづ 論 

真 

大 「道 師 諦 
本論 （大正 四 ご 占 、 正信イ 究   
= 摂 三     言 福 八   

大 

五 、 非改元 。 道一 正一     
    
  事訳 下         

ぎ 三等 相 九 
宇 依づ T     等 

昧 

参   
び等     
註参 

          
後 

参 者     
    6 0 顕 故 

解 こ 文 
と @ こ   釈 克司 ご     

九 Ⅱ   
九 万本   の (1) 

  三作   て、 つ 者   
@ こ @l 其 は 

笘温 ㊥ 七千 公也 諦 大大 
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ハンドラの仏身論 

  

の
 意
を
表
す
る
。
 

 
 

 
 

終
り
に
本
論
文
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
多
多
種
切
な
る
 御
 教
示
を
賜
わ
っ
た
会
食
 圓
照
 、
羽
田
野
 伯
猷
両
 
先
生
に
た
い
し
 深
謝
 

（
㏄
）
 ト
 
ヴ
口
 ，
 Ⅰ
 
0
 ）
・
の
の
 

p
.
 

ヘ
 
%
 ヰ
の
ア
い
臣
 

１
 
%
@
 
年
１
日
の
も
 

１
つ
い
宙
 

0
 臣
 １
 %
 
ハ
ロ
ー
 
づ
ハ
ゴ
 

-
 と
の
の
 

よ
 り
ヰ
 
ず
 0
 す
笘
ド
 
㏄
 １
 
つ
 い
ゴ
 十
館
 
l
 
Ⅰ
日
の
ロ
ー
Ⅰ
 

ぃ
ゴ
 
-
 の
 
0
 
の
１
つ
の
 

ノ
  
 

（
 
紐
 ）
 H
 
す
ぎ
・
。
 

h
o
-
.
 

の
 
o
p
 

（
 
絃
 ）
「
顕
現
す
る
こ
と
な
く
働
く
こ
と
は
き
が
、
勝
義
 
留
め
 働
き
で
あ
る
」
 宙
ま
監
彊
 の
し
云
々
と
説
か
れ
て
い
る
所
か
 
ら
す
る
と
、
ハ
リ
 バ
 

ド
ラ
 の
法
身
を
清
弁
の
勝
義
智
 に
 比
定
す
る
こ
と
は
問
題
が
あ
 ろ
フ
 。
 清
 辮
の
仏
身
論
に
つ
い
て
は
他
日
稿
を
新
た
に
し
て
 諭
 ず
る
予
定
で
あ
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報
 

ム
方
 

前
号
会
報
欄
に
記
し
た
ご
と
く
、
 前
 本
学
会
会
長
、
常
務
理
事
 岸
本
英
 

大
底
 は
、
 去
る
一
月
二
五
日
、
長
年
の
病
の
た
め
死
去
き
れ
た
 。
そ
の
 薬
 

儀
は
 、
同
二
月
六
日
、
東
京
大
学
図
書
館
 葬
 と
し
て
営
ま
れ
た
 が
 、
本
学
 

会
か
ら
は
会
員
多
数
が
参
列
し
た
ほ
か
、
会
長
が
会
を
代
表
し
 て
て
弔
辞
 

と
 捧
げ
た
。
左
に
揚
げ
る
の
が
そ
の
全
文
で
あ
る
。
 

弔
 

辞
 

謹
 し
ん
で
岸
本
英
夫
博
士
の
前
に
弔
辞
を
捧
げ
ま
す
。
 

一
月
二
十
五
日
の
夜
、
私
が
病
院
に
か
け
つ
け
た
時
は
既
に
君
 の
御
臨
 

終
の
後
で
あ
り
ま
し
た
：
 ゆ
る
 き
れ
て
お
別
れ
の
対
面
を
致
し
 ま
し
た
が
 

私
は
強
い
感
動
を
受
け
ま
し
た
。
君
の
お
顔
は
神
々
し
く
立
派
 で
、
美
し
 

く
 、
ま
こ
と
に
安
心
し
き
っ
た
様
な
安
ら
か
さ
を
漂
え
て
い
ま
 し
た
。
 わ
 

れ
わ
れ
の
恩
師
で
あ
り
君
の
岳
父
で
あ
る
姉
崎
博
士
が
 御
 退
官
 の
際
に
 、
 

本
 ハ
 
%
 ヨ
本
 ぃ
崔
 
田
透
 日
 と
い
，
二
言
葉
を
度
々
い
っ
て
居
ら
れ
ま
 
し
た
が
、
 

そ
れ
は
所
作
甘
井
、
 拾
於
重
 と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
 一
 
言
葉
を
思
 

い
 出
し
て
、
私
は
君
の
枕
頭
を
去
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
 た
 

君
は
本
当
に
活
動
家
で
、
数
々
の
重
要
な
仕
事
を
き
れ
ま
し
た
 O
 こ
と
 

に
 病
を
え
て
か
ら
後
の
十
年
に
互
 る
 君
の
活
躍
は
到
底
人
間
業
 
で
は
な
 

く
、
 真
に
鬼
神
も
二
基
口
を
避
け
る
勢
い
で
、
研
究
の
上
で
は
 
王
 著
を
始
め
 

数
々
の
著
作
を
出
版
し
、
ま
た
学
界
、
宗
教
界
及
び
一
般
の
文
 化
ゃ
 報
道
 

関
係
等
、
各
方
面
に
わ
た
っ
て
 、
 常
に
主
導
的
な
役
割
を
果
た
 し
て
来
ら
 

れ
ま
じ
た
。
そ
の
こ
と
は
独
り
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
に
及
び
 、
 君
は
毎
 

ム % 報 

羊
一
、
二
回
は
必
ず
外
国
に
趣
い
て
、
学
術
文
化
の
交
流
の
た
 め
に
偉
大
 

な
 貢
献
を
き
れ
ま
し
た
。
現
に
、
今
度
の
君
の
病
の
直
接
の
発
 端
は
、
昨
 
㏄
 

年
 十
月
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
か
れ
た
文
化
と
教
育
に
関
す
る
日
米
 会
議
に
出
⑥
 
 
 
 
 

席
 中
に
起
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
特
に
最
近
四
年
間
、
君
が
命
を
ち
じ
め
、
心
血
を
注
 い
だ
の
 

は
 、
こ
の
東
大
図
書
館
の
改
装
の
大
事
業
で
あ
り
ま
し
た
。
 当
 時
の
茅
 総
 

長
か
ら
お
話
を
受
け
て
、
そ
の
夜
、
年
来
の
親
友
で
あ
っ
た
 巾
 牛
の
博
士
 

に
 深
夜
の
国
際
電
話
で
意
見
を
求
め
、
覚
悟
を
き
め
て
こ
の
 仕
 事
 に
携
わ
 

れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
 

君
は
数
年
来
、
「
命
を
か
け
て
い
る
」
と
か
、
「
仕
事
や
人
間
 と
 さ
し
 

違
え
る
」
と
か
、
色
々
な
こ
と
を
「
戦
い
と
っ
た
」
と
か
、
 矯
 激
 に
き
 こ
 

え
る
言
葉
を
よ
く
口
に
き
れ
ま
し
た
。
人
に
よ
っ
て
は
、
こ
 う
 い
う
言
葉
 

を
 君
か
ら
き
く
こ
と
を
不
自
然
と
感
じ
、
或
い
は
皮
肉
と
受
取
 
っ
た
 者
も
 

あ
っ
た
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
君
は
決
し
て
、
矯
激
な
人
物
で
は
 な
か
っ
た
 

か
ら
で
あ
り
ま
す
。
病
を
え
て
か
ら
後
、
む
し
ろ
君
は
「
喧
嘩
 の
 出
山
立
木
る
 

人
間
に
な
り
た
い
、
 
俺
は
 喧
嘩
を
す
る
よ
 ト
 と
い
わ
れ
ま
し
た
 。
そ
れ
ほ
 

ど
 君
は
あ
た
た
か
く
、
吟
魂
た
る
人
格
で
し
た
。
そ
の
君
が
 、
 敢
 て
は
 げ
 

し
い
言
葉
を
口
に
さ
れ
続
け
て
い
た
こ
と
は
、
生
き
る
態
度
に
 お
い
て
、
 

ま
た
、
事
業
に
た
い
し
て
厳
し
い
覚
悟
と
決
意
を
も
っ
て
居
ら
 ね
 た
か
ら
 

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
実
際
私
ど
も
は
、
真
白
い
縫
帯
に
血
 を
に
じ
ま
 

せ
て
、
手
術
台
か
ら
大
学
へ
、
或
い
は
種
々
の
会
合
に
出
ら
れ
 る
 君
を
は
 

ら
ほ
ら
し
て
眺
め
た
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
余
り
に
そ
の
 度
 が
 重
な
る
 

の
で
、
わ
れ
わ
れ
の
 驚
ろ
 き
や
心
配
も
麻
陣
し
た
ほ
ど
で
あ
り
 ま
し
た
。
 

け
れ
ど
も
、
君
自
身
が
私
に
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
に
 、
 君
は
ま
 

さ
に
命
の
終
り
の
恐
ろ
し
さ
、
苦
し
き
に
迫
ら
れ
、
お
び
や
か
 さ
れ
、
 仕
 



 
 

 
 
 
 

      
韻
事
の
処
理
に
、
何
時
も
「
今
日
を
最
後
」
と
し
て
 

伺
 わ
れ
 て
い
ま
し
た
。
 

そ
う
し
た
君
の
内
面
に
は
、
ま
さ
に
深
い
苦
悩
が
あ
っ
た
こ
と
 と
 思
わ
れ
 

ま
す
。
「
そ
の
苦
悩
を
自
分
ほ
妻
に
よ
っ
て
和
ら
げ
ら
れ
、
 慰
  
 

会
い
る
」
と
君
は
私
に
語
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
 

君
は
本
当
に
よ
く
や
ら
れ
た
。
普
通
の
人
な
ら
ば
屈
折
れ
る
こ
 の
 苦
悩
 

を
 荷
っ
て
、
あ
れ
だ
け
の
仕
事
を
き
れ
た
君
の
内
面
的
な
努
力
 と
意
志
カ
 

に
、
 私
ど
も
は
襟
を
正
し
て
深
い
尊
敬
を
捧
げ
ま
す
。
 

君
は
大
学
を
卒
業
後
、
直
ち
に
研
究
室
に
入
り
、
昭
和
五
年
に
 開
催
さ
 

れ
た
東
京
大
学
宗
教
学
講
座
開
設
二
十
五
周
年
記
念
事
業
の
こ
 と
に
 肖
 ら
 

れ
ま
し
た
が
、
日
本
宗
教
学
会
は
こ
の
記
念
会
を
機
会
と
し
て
 創
立
せ
ら
 

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
以
来
、
す
で
に
三
十
三
年
、
こ
の
間
君
は
 
、
常
務
理
 

事
及
び
と
く
に
二
回
に
及
ぶ
会
長
の
任
に
あ
っ
て
、
学
会
の
組
 織
 整
備
、
 

事
業
の
拡
充
、
研
究
体
制
の
促
進
等
、
常
に
指
導
的
な
役
割
を
 果
し
、
 
学
 

会
ム
 「
目
の
、
確
固
と
し
て
国
の
内
外
に
知
ら
れ
る
姿
を
育
成
 き
 
れ
ま
し
 

た
 。
殊
に
昭
和
三
十
三
年
に
は
、
日
本
宗
教
学
会
を
主
体
と
し
 て
 、
日
本
 

学
術
会
議
が
第
九
回
国
際
宗
教
学
宗
教
史
会
議
を
日
本
で
開
催
 い
た
し
ま
 

し
た
が
、
そ
の
準
備
期
に
お
い
て
も
、
実
施
の
際
に
当
っ
て
も
 、
総
幹
事
 

と
し
て
あ
ら
ゆ
る
企
画
、
運
営
、
国
際
交
渉
等
を
主
宰
き
れ
 、
 こ
の
 ム
 立
義
 

の
 成
功
は
 、
 大
き
く
か
か
っ
て
君
の
努
力
の
結
果
に
よ
る
も
の
 で
あ
る
と
 

申
せ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
国
際
会
議
開
催
を
機
縁
と
し
て
、
欧
米
の
学
者
の
関
心
が
 と
く
に
 

東
洋
の
諸
宗
数
に
む
か
い
、
東
洋
諸
国
に
お
け
る
宗
教
研
究
の
 育
成
強
化
 

を
 図
る
任
務
が
日
本
宗
教
学
会
に
託
さ
れ
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
 昭
和
三
十
 

五
年
ド
イ
ッ
で
開
か
れ
た
第
十
回
国
際
宗
教
学
宗
教
史
会
議
に
 
お
い
て
 

は
 、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
の
研
究
促
進
を
は
か
る
機
関
と
 し
て
 

A
A
 グ

ル
ー
プ
日
本
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
が
国
際
宗
教
学
 宗
 敦
史
学
会
 

本
部
の
機
構
の
一
部
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
君
は
そ
の
委
員
長
に
 あ
げ
ら
れ
 

ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
要
務
の
た
め
に
君
は
実
際
に
ア
ジ
ア
 地
域
の
数
 

力
 国
に
視
 弗
 、
勧
誘
の
旅
に
も
出
ら
れ
た
の
で
し
た
。
 

日
本
宗
教
学
会
、
及
び
せ
ん
え
っ
な
が
ら
国
際
宗
教
学
宗
教
史
 
学
会
 

は
 、
こ
こ
に
甘
の
逝
去
に
深
甚
の
弔
意
を
表
し
、
君
の
大
き
な
 貢
献
を
深
 

く
 感
謝
致
し
ま
す
。
 

日
本
の
宗
教
学
は
、
姉
崎
博
士
に
よ
っ
て
東
大
に
講
座
が
開
設
 き
れ
て
 

以
来
、
因
襲
に
囚
わ
れ
な
い
、
広
 い
 科
学
的
な
研
究
の
伝
統
が
 養
わ
れ
て
 

来
 ま
し
た
。
君
は
そ
の
伝
統
を
守
り
通
し
、
宗
教
学
の
諸
分
野
 を
 組
総
 づ
 

け
 、
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
、
君
の
研
究
上
の
関
心
は
心
理
 学
の
分
野
 

に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
が
、
後
に
は
、
こ
の
立
場
か
ら
 広
く
文
化
 

0
 面
に
お
け
る
宗
教
の
機
能
や
形
態
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
、
 山
岳
信
仰
 

の
 調
査
を
は
じ
め
、
門
下
の
人
々
と
と
も
に
局
地
研
究
の
業
績
 を
も
多
く
 

あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

君
の
研
究
は
完
成
し
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
 丑
勺
 
の
亡
心
 

し
た
研
究
意
図
は
 、
 多
く
の
優
れ
た
門
下
の
人
び
と
に
よ
っ
て
 必
ず
や
 受
 

け
つ
が
れ
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
君
の
図
書
館
そ
の
他
に
 関
す
る
事
 

業
の
雄
図
は
、
ま
だ
完
結
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
し
か
し
、
 君
の
吹
き
 

こ
ん
だ
新
風
は
膨
 涛
 と
し
て
、
現
に
各
方
面
に
大
き
な
示
唆
を
 与
え
つ
つ
 

あ
り
ま
す
。
 

国
際
交
流
の
仕
事
に
お
い
て
も
、
国
内
で
は
国
学
院
大
学
日
本
 文
化
研
）
 
 
 

空
所
所
長
、
国
際
宗
教
研
究
所
所
長
等
と
し
て
君
が
計
画
き
れ
 た
 諸
々
の
㈹
 

事
業
が
君
の
敷
か
れ
た
軌
道
を
着
々
と
進
み
つ
つ
あ
り
、
ま
た
 君
が
計
画
 
舶
 

し
 参
画
さ
れ
た
国
際
的
研
究
交
流
の
事
業
も
 、
 日
を
次
い
で
 
進
 め
ら
れ
る
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The Date 

Shoren IHARA 

A prominent hypothesis on Mandana's date, saying his active period 670-720 A. 

D., based on Chinese documents, lost its strength, because the Tibetan documents 

have proved the Chineses false. The writer compared Mandana with Dharmakirti as 

terminus a quo, hntarasita and Kamalasila as terminus ad quem, whose dates are 

almost decisive in connection to Chinese sources. From the comparison, the date of 

Mandana comes out between c. 650 and the second half of the eighth century A. D. 
If one could identify his interpretor Umveka with a poet Bhavabhuti under the 

patronage of King Yakovarman, the date of Mandana seems to lie within the second 

half of the seventh century A. D. 

Considering every circumstances, the writer places Mandana's active period between 

670-680 A. D. 



Psychosis and Sin 

Kenji UEDA 

There is something contradictious in the Freud's psychoanalytic understanding of 

sin against the religious standpoint. The psychoanalysis would cure its psychopath 

by releasing him from excessive moral requirements of conscience, while such a 

method can not bring up moral responsibility based upon self-decisions. On the other 

hand, religion gives the possitive estimate on guilt feeling. 

According to Mowrer, the psychopath would not success to come out of his sickness, 

why he himself will not bear the responsibility for his self-existence. Psychiatry is 

unable to resolve the problem without introducing moral concepts into itself. There- 

fore, he does not treat psychosis as sickness but as sin. 

Again, Frankl, his analysis of existence and logotherapy, expect to make indivi- 

duals conscious of responsibility for liberty of personality. 

Something common between Mowrer and Frankl is the understanding that psychosis 

means abandonment of liberty and responsibility as self-personality, just what religion 

calls sin. 



The writer does not intend here to confuse two fields, thology and psychology, but 

to discuss the light from the theological field about human understanding on the 
psychological field. 



Buddha-bya Theory of Harib hadra 

Koei AMANO 

Taking up the characteristic buddha-k~ya theory of Haribhadra-hi four k2ya 

theory-,which appears in ~1~f&srib-~raji i2pHramitZ-vy~khy~bhisa~~lt l~lam- 

Er'2loka and AbhisamaySlamklra-~ma-praj5Hpiraramit6padeSa~stra-v~tti, the 

commentaries on Abhisamafllamklra-6Zstra, the writer compares it with the 

buddha-k5ya theory of the yoga sect, etc. under two heads : (1) every k y a  of the 

four kgya theory and (2) relation of svabhlva-kSya with other three klyas. 

In brief, it seems that the unique four b y a  theory of Haribhadra took its funda- 

mental standpoint out of the two satya theory, while owing its general principles of 

the buddha-kba theory to the yoga sect. 




